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Ferro-cobaltite and gersdorffite from the Tiyogahara mine 


Mew ye zt xX EB (M. Watanabé) 


ABSTRACT: Nickel and cobalt minerals of the Tiyo-ga-hara mine 
are contained in small veins, cutting diorite-porphyrite near its contact 
with Triassic sandstone. They are accompanied by some chalcopyrite and 
pyrrhotite, the latter of which has mostly altered into marcasitic aggre- 
‘gates due to later solutions. The cobalt mineral occurs as small well- 
defined crystals bounded by cubic and octahedral faces, often with those 
of pentagonal dodecahedrons. It contains, besides cobalt, iron, arsenic 
and sulphur. The result of chemical analysis, made by J. Kitahara, gives 
its composition as follows : 

Co 15.31, Fe 22.25, As 39.52, S. 22.56% 

Thus it seems to belong to ‘‘ferro-cobaltite’’, the existence of which has 
been doubted. Its polished surface shows, under micrescope, characteristics 
of cobaltite, except that the reddish tint of the colour is obscure. . Nickel 
mineral is identified as gersdorffite, which is usually xenomorphic, being , 
replaced and traversed by irregular veinlets of surrounding chalcopyrite. 


ba B 
ATER PAIALIS, =o 7 BO NL bE OD ELIS Sei Mm Y 
2 HICHNS SIME, RPMS LC MBLED, その 報告 り OAAICH 


1) AN bRIGS, DERGEUE = N  b RD, HL SO 4 (昭和 18) 20; APM SEB, 和歌 
1 82 = BELO aN b BRR, HOE 54 年 (昭和 17) 255; fal, BE a ON b RR AE 
報 , 同 上 211; ,aKROaNr BER, ME 432; 同 , SLM RO 3 
FE, fa 55 年 (昭和 18) 23; TRB, RBI B Ia 7 b GER, [el 54 年 (昭和 17) 81; 
PREAH, AG ER URL O =o 7 TRA, 本 誌 29 B (昭和 18), 168.45 
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KEE NODS, MH KLOED CHS, AK VMESPRERZ 
OIL AMIE th, KE 2S MRO So LM LIL, Z OBI 
を る も 調査 する 機 合 を 得 た な たから, TNE OMREHERL, AMEN TER 
、 び = ッ ケ ル 確 に 開 す る 一 小 克 料 を 提供 し ょ う 。 

本 研究 に 開 し て は , 始め て 筆者 に 同 確 山 の ュ = バルト に 開 す る 情報 を 億 へ , 
その 容 料 を 提供 を られ た 仙 益 鐘 山 監督 局 技師 小野 田 攻 高 氏 ; 現地 に 同行 し 
て 種々 の 便宜 を 興 へ られ な た る 山 主 佐藤 徳 蔵 氏 , 管 て 採集 せら れ た る 試料 を 
BILD, 且つ その 分 本 結 果 を も 内 報せ られ た る 本 課金 司 材料 研 究 所 青山 新 
一 教授 に 負 ふ 所 少 か ら ず , ま な た 北原 順一 君 は , 研 究 試料 の 化 旭 分 析 に 従事 そ 
られ た 。 CCMA CHEBERT Sy 


THR ABE © ME 


位 置 及 交 包 
FACT RDM I ESF IER ACEO ALE FES MIRA IC 
D AAMC LD LAI RS. BEE (= REVERS) 津谷 町 (Tuya) 


22 pest 
apts Pe 


ee He mM (288 (3) 


至る 頻 道 の 途中 に 在り , 矢 越 鹿 か ら は 海 披 282 米 OAH he bbe -C 15 
AP EAM Db LES INICRO CH? H, 共に 自動 車 を 通じ 得る 。 MBF 
MD6 Ze ASC ld, 東北 本 線 新 田 (Nitta) BL DEANE, RMIBTO 

ベス に ょ り , 3 PVE CRAIC L, BADE, Bata CRBC 

ETN (TE. SRE OES - IBID EEO Lik, KAE 

MEM LCHAICHT SCL EMR. 

地 形 及 地 B 

TER LEA ING HBO ICO, EO RRA E 0 BST LBLKTVR 100 米 
OP GIC AED , BEET BE ( 道 路上 約 7 2K), 同 2 BE ( 同 5r 28), 八千代 中 切 
( 同 6o 米 ), fA 3 BE (lA 85 2K), [1 BE ( 同 ro2 2K), PRR 1 HES OMS 
KOGIMICPAL, TNE ONO WMO MA LHLBIE CH 3, 

TALS OWI PE < LICKIN, RAORMICS LVAD, WACK 
石 に ょ つて 推定 する に , WHO-AMIAICIS°~30° ICMAT SDH L De 
0, その 一 部 分 を 関 線 岩 乃至 関 線 珍 岩 に 任 ぬか れる 。 砂岩 は 選 向 N zo 
20°E, 18F} 15°~30°E, 部 分 に よ つ て は 頁岩 を 爽 み , ATR OG 49 6 FF 
OREN, CTR (地質 園 京 ケ 森 は 営 字 , HES, APSR 
ALHG) HOD BEEBE hh C73 WAVE OPE KL, 東方 閣 か に 大 谷 金 山 附近 の 
砂岩 層 に 習 す る も ので, CHAAR OF REICBL, 三 旭 紀 下部 の も の と 

認め ら る 。 

Besse DOMES RELL, BUA + MEDLIN eos 2 TUNA, VF RE 
AAR VER 1 EIDE 3 OC, BC 2 HCO LGC L, その 
らち 最 下位 を 占 む る 高 代 1 BOLO, HL LTHNARURE AD HE 
BURA 2 DD, Z ORIC SPO BBE BY OT, ARV & TSE 
PMEACH SB, \NFRPODRAOLON, THICMLTMMOMI, 

fAPIBOX MERLE SS, SUICM MITEL LAF ICT BEDE 

| PEOYORECMBES HECHT S, LENE OMA LM 


1) 志井 田 功 , PRALSH ELSI, 33 HR, 昭和 15 年 。 
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L, FICHBTS4DLHROSNS, 
: mk OK # 
礁 康 は 多 敷 の 小 規模 な る の で , COHHORLICRE., WNIT SE 


外 掘 下 の も の は , ABR OMBO BEA IC, BRO PME S AL, 

その 一 部 分 を 母 岩 に 確 染 し た も の で あり , Bit 2 HStOME RIS, N 60°W 

の 走向 を 以 て , 北 50° YPC ARS S WAR SHIRE RL, その 大 部 分 は 
第 « 


(Saar = 0 OK 
砂岩 の 中 を 買 ぬ くく が, — WIL LAR AORICOTHh ZS, Team 
CL EMIEBIRT, 一 見 黒 銅 貴 に 類する が , 一 部 は 酸化 し て 赤 福 と な り , 黒 
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DW DBI EDO SIL BL CAL Ie), BYE, Te > 
= ーー 等 の 反 應 な く , 秦 酸 に 溶 か し て アン モ = ヤ を 加 ふ る る , MEMEO W 
色 沈 潤 を 分 離す る の み で , 硫化 鐵 の 一 種 に 過ぎ ざる こと と を 明か に する 。 
ATR LR OME PEL LCC OMO MERA, IRE ICBET 
DSWD UIC ABUUMGIRIC TEE L2e b OC, de \ BUM) BLT, 反射 
BUNS FICMET 3 (Cy MILERKC, 光 を 多く 反射 し な い が , 一 部 は 
KCHS 1S AMOK ABIES db LY, と れ に 多少 の 黄 鐵 確 及 び 黄 
GATE FROTIS, その 西 凡そ 10 KORA, この 種 の 黒色 粉 
AAS, WALD HVE ICBO CHB YE Leb ので, 一 部 は 酸化 し て 赤 欄 を 
ATS, . 

し か る に それ より 15 米 下 方 に 営 り , AFR 3 BAIR CHO PHBE 
表し, WED AO PEICHURE RIMS, EL LCE OME MIC, 
AM OMMEL IPL. % OT, MILO ROBES, c MICE % ROME 
BETS. (ALE 4 BREED ERI} Ik , ARB Ze EE IC HOT, 
ABE EA ICE CHS. COMHIAAIRATIC AE CE BREE < , 焼け 

‘ER EE LC ARBIC ED TARR ICIS LTT ea OHATN, 7k 
BE CGRO VBE ALL, WE, Tv FER RK, = ッ ケ ル , Nr PEORMETIR 
CCL, MIO BEPAKICHLL, 硫化 鐵 に 外 な ら ぬ こと と 明か で ある が , 研 
FET LYSE 64 ICH ¢ HRS &, — A AEBUTRIC BIL, Fe 8 TOMES SSL, 
ZB HK, BARE OLAE me L, BX AOAC D, 秦 酸 に ょ つ 

CHEE LCRBTS. MECNSEA< OMT, ARUEIC—EIT SAS, 常に 
微粒 の 集合 で ある た め , 直 次 = 37 FICIPS HEE MD ICEF, ELC ER 
fa CH SMS, EEO MORAG CHS Zmlt, X PRAVAES E KAILA DD 
で な い 。 ; 

前 記 黒 色 紛 末 も , ま た 恐らく は この 種 の 硫化 鐵 確 が , 更に 微粒 に 分 れ た も 

の で , 八 寺 代 3 BE OHRE, 26 < REWER ODHIC LOTCELFEROL 

HO SNS. と の 太 物 が 低 況 浴 液 の 作用 に ょ つて , EPIC EES 3 PLB 


Ry c mad ee た で « 
CAME 3 ! was ae 
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め て 多く , COMO BTCA, 屋 え 黒色 粉末 を な し , 調 は ゆる 
sp pie (melnikovite) を 成す こと と も, 硫黄 春 床 に 伴 な ふ 硫 化 鐵 等 に 屋 々 見 
られ , 現 に 北海 首 意 帆 等 で , 硫 無 孔 及び 澤 泉 中 に 生じ つ ヽ ある の みな ら ず 。 
海底 に 於 て も その 成 生 が 指摘 せら れる 。 但し と の 種 の 物質 が , LOBE 
地 中 に 於 て , 酸化 を 鑑 れ て ゐる 例 は , BSHAICHOATAK , TNE 
WAL & Ela ( SEIS Lp, — BAEC 7 BERRBLAS, 有機 物 等 に ょ つて 中 元 せ 
られ た 場合 も 想像 せら れる 。 
AFREDG OMGKIL, MFLORIO FICE ) AUETILIE 30 米内 外 
Chil, Ht UTKORMI D5 KS. 
1m ££ W \N50°9E. f{ 3 NW60° 
2 BF ik 走 向 N 30°W ( 3+ NE 60° 
3 BE MK x N 35°E { 3 SE 60° 
AIL & — EPSRC T 3 EBRD RHO AEB Eva &, 局部 的 
BE PLSUbE IC NOTCHES 2 OS, TOMS WICH LL, HER BCKICME 
い v。 MEIKE L LCE LICR OM LE, TOMICHK RE D7PCHELO 
AVIRA D 5 IKSR, その 一 部 分 は , ABW S HOG AT, 明瞭 な る 
黄 鐵 足 を 成 し , ま た 一 部 に は 葵 鉛 足 を 件 な ひ , か まる 部 分 に は 度々 大 白色 敏 
LOD ALA CHR EME RRO TIS. THEM SRB BIS =» 
77M ASN PR CH So {1 LGMO—MRE S OPAL D Fe (RITE 
る 母 岩 の 中 に は , RODE CEU L, Bik O AER AIRGAS, Bi a OPK 
質 に 伴 な ひ , それ か ら 生 じ た こ と を 示し て ゐる 。 
以上 の 如く , 本 大 床 は 主として 磁 硫 鐵 中 黄銅 足 及 び 白 鐵 貴 乃至 黒 鐵 喉 質 


硫化 鐵 忠 等 か らち 成り , 上 部 は 廣 く 砂岩 の 中 に 奏 染 し , これ に 多少 の 金 を 件 ふ 


た め , 表土 は 既に 恐 らく 鎌倉 時 代 に 於 て , 砂金 を 目的 と し て 控 掘 せら れれ , dk 
上 地方 に 廣 く 知ら れる “HE LAD”, BUS RONDA eB SBR 
の 窪 味 を 散布 する 部 分 が ある 。 その 後 全然 v 願 み ら れ た 形跡 は な い が , 昭和 
12 AEPACCROAFH I BEST OBE LIRR OBLIGE SAT SOL 
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EUG No Y 
Beso 
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{ts Bear 7 ve2 rn pTRORRMARAAM IER (x 130) 
1 FaNxr rE l’ Bik=»775E (RCMB) 
2H 3m Me 4 ARS 5 OR 石 


eh Say 
Sn ea 
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DS4NB AL, FAME E IC EO CHYMPE 5 1, RW ICMR SM 7e,. LSIC, ' 
運搬 の 開 係 上 , その 後 と れ を 中 絶 し , BS VER BSC OPRRIC BO chs 
JB 昭和 16 年 夏 + EMO 2 GEMKRIC @ L, Le PA TIC COMA 
つて 分 析 の 結果 , を その うち の 2 個 は 
Au Ag Cu Co 

445.0 30/RR 110.0 /RR 4.74% 3.67%, 

342.7 | 32.0 Dae 1.12 
1, LEAL, Lh BM 0.04~1.72% の コバ ルト を 含有 する を 知り , 
4A 17 AEA UHL OD MIC LOT, TILE — RHE © SIC BOP. 

ニッ ケル 及び コバ ル f OIK 

XA HEB EIC LOCO EM), HOKE LC ii=E Velie 
FIR kb)  OPAROIBIN E LU 7c, ih 050 HE 4 SMT OM Cw 
り , 他 は 八千代 2 PEbe cE Re EE MO RENE IC SE も の で あぁ つた を 。 KOT 
後者 を 先 づ 砕き , HEIR ELT SUBS L , ER ELT SUM e GI 
BB 北原 順一 一 阜 士 の 分 析 を 類 は し た が , 磁 硫 鐵 確 中 僅か = ッ ケ ル ORME 
見 る の みな で, それ ら は = ッ ケ ル ま た は = コ ベ バルト を 含む こと と 借 小 で ある と と を 
知 つ た 。 な 

Kic PHOS AAT, sal AER OUD & BRE SIC, これ また な た 普 通 の 硫 
化 鐵 で ,= ッ ツケ ル 及 び ュ = ベルト を 殆 ん ど 作 は な しい 。 し か る に その うち 特に 
前 記 の 次 白色 光 交 あ る 微粒 に 富む 部 分 を 選出 し , 北原 授 士 の 分 析 を 類 は せ 
る に , そ の 一 片 は Ni r.82, Co 0.58%% 以上 を 含む を 知り , と れ ら の Ae 
有 物 が その 母上 勝た る を 推定 し 得 た 。 

VIO THOM § STNG OMT ME ED, RIF BAGG Fic tee SIC, (第 参 
園 参 照 ) WitO AWE ATO — IB IC, LER S SOME L, HICe LO 
Fe UR Te PRT, AOCOPICH AORN A URMAS, 2 MOR REBT Se 
Bl?e. —ILFAAL EM CH 3 dS, (ho Fc LR LCG DRAB BUS, He 
に 和 制 然 た る 和 輸 廊 を 以 て , 四角 , = FG, ILA MORML RL, WERIC LOTR 


綿 279 Fe RW : 本 229(9) こ 


“gt 


絆 化し な い 。 他 は 一 選 純 白 で , ひ せ LS MICHEL HO TALE ICM 


(C ZURe IC YO “CGE IC EAC BA, PBL we L, ERIC LO CHD 
ICSEATS. HICBMEGH CA = 22 FIC CHS, 

但し それ ら の 分 量 は , 部 分 に よ ょ つて 大 差 あ り , 部 分 に よ つ て は その う も 前 

者 の み を 主 と す る 。 
test NL b & (Ferro-cobaltite) 

AIC TC OMOMAH, AWORMAE ELT SHADERS L, BRAS HRIC 
LOTERIR, BHAT IVE, HORA He ELL, CHICE DORR 
AMA LR RSICBS, LOTOHNICH 10% OPRLEGR, 盛ん に 
0% BL CORE AME L, MELT BUA ASICAIRT 3. ~LOTAMY 
ERO R, TALE BOM LT, WARS F ICME IC, ELE RC 
nO 7?RE 4 AIO AibEd B BK D , LO DEPDIE A DC HRIC HES CBE, 

この 碗 物 の 大 部 分 は , 一 邊 0.2~0.3 FERMKROIABLEELL, その 隅 角 
を 正八 面 購 の 八 面 で 鉄 く が がり を 
DybE * A fat RO me ee 
7. Os (G5 Du fal BA), Ss BB se 
また 常に 一 方 向 に の み 條 線 を 有 
し , ADE ose R SE 」 
像 に 属す る と と が 明か で ある 。 

C Oe an i OB WRB IC He 
L, Stitt TARR ICA THe, 
ABT ON bP © fear eB 
し , £7e TC ORG fh & MYM ER IC 
HEPES IVIL, これ また ANN |S 
CAO aL Al, AH 
が = ュ = ベ バル トト に 富む こと と を 明か に する 。 人 但し この 溶液 に アン モ = ヤ 水 を 加 へ 
IVI, ATRIAL IODA MME L, BO Ae te eb aac TH Be BEC 


s Oo ff 


Fann hb DEO Bp SEAS TIE 
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CALE MA EE AE HE LB OPS AE EF C/T 
SCAT L, LS CA BAR EOREDE ECT, BONER hth 
), MRRLOMNO PEN ICT 3. CAB ORC ABEINIEH +O 
Bast (Co,Fe)AsS, Bl b— fio Ra -N FRE (cobaltite)) と 認め ちら れる 。 
RICE D — ih & WE L, BUNGE F ICA BUT 3 IC, 硬く て 研 暦 容 
By CHAS, 充分 魔 け ば 白色 で , TE es IC ATARI ROS, TR ¢ TE HS 
Oe RIMMER L, 往々 TOMICEARSMERT, 直交 = コル 下 _ 
に は 等 方 で ある 。 と れ を 普通 の 試薬 を 以 て 吟味 する に , FeCl, 20% 水 
溶液 で , 菩 か に 褐色 を 加 へ る だ け で , 殆 ん ど 反 應 な く , HNO,(conz) HNO, 
(t:1), KCN(20%), KOH (gun), HCl(x:1), HgCL(20%) 等 の 水溶 液 
CAR RMI < TAG ORCH Davy-Farnham jE, Murdoch Re 
/ Farnham iY 42o%i Leth a Nv bRIC—ET SZ, 
但し その 色白 色 に 近く , BRN b PREP OVE ERS BEC, SH IC 
HT SRM CN L—ICT ZAM, ESI a-sn 1b HE (skutterudite) 
CoAss ICHIO TIE, FOS EORLMRL SE MICK, TORME k— 
BET, OCH 3S VPI HBTS | 
MSC COB EMER M Bed, ILI —-BAE Wild し , MIOMUA EES 
 SUIREASE IC CHAE LD, FALE. MROMMOADSMSt LEME 
か め た 上 , その 一 部 分 を 定量 分 析 に 供 を そる に , BHERORIRE Be, THI 
TAM RO GICH THOTHRE 5 NSD, と この 結果 か ら 各 元素 の 原子 


比 を 求む れ ば 
(ComPeleiAgy SOO OR 
Co > Fe rot SS 
CHS, 2 


1) 輝 ュ ベル ト 三 は 住 * 閉 管 中 に 無 反 應 と 記さ れる が , McCay 氏 の 試験 に た よれ ば 
硫化 克 素 の 明か な 昇華 物 を 生ずる 。 

2) W.M. Davy, C. M. Farnham, Micr. Exam. Ore Minerals, 1920, 115. 

3) J. Murdoch, Micr. Determ. Opaque Minerals. 1916. 

4) C.M. Farnham, Determ. Opaque Minerals, 1913, 50. 
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第 = Eid 
% 

Co 15.31 259 \ 

Fe 22.25 398 1,25 — 

As 39.52 527 1.00 

8 29.56 703 1.33 
K 0.57 
@ tt 


M0) Ha NN PEO MIC HET IA, 1875 年 既に Rammelaberg ke” に 
i °C | 
CoAsS = CoAs, + CoS, 
認め られ た が , 氏 は 特に その 或 る も の が と の 外 多少 の FeAsS を 含む と 
と を 指摘 し て ゐる 。 
中 に も F 47 の Siegen HCE CHRHE KH 2 ov + OR “Faseriger 


Speiskobalt”’ 又は “Stahlkobalt” £469, Dana 氏 に ょ つて Ferroco- 


baltin また は ferrocobaltite と 呼ば れ た も の は , Schnabel 氏 の 分 析 に 
EME, 時 に うろ \ 
Co 8.92 Fe 28.03 As 42.94 S 20.86 if 100175 


な る 組成 を 有 し , とこ れき な た Rammelsberg KIC LOC, Has b eee 
あめ られ た が , T MIL HRS & THUR & 7c BUR CES SOS V,HO Groth 


OFShit BiH”, MISA (Fe, Co) AsS BH Glaucodote と 認め ちら る べ で 
き 可 能 性 多い 。 
と の 問題 は その 後 Beutell KY CLOC—BHRMICHAY ON, Rite 


コバ ベ バルト 礁 中 の Fe を FeS。 の 混入 にょ よる も の と 論じ て ゐる が , COMM 


の 分 析 中 に 敷 6 の Fe を 含有 し な いも の は 極め て 稀 で , Doelter KOM 
きき は や は りり CoAsS と FeAsS と の “Mischungen” (前 後 の 義 係 よ り 


1) C.F.Rammelsberg, Handb. d. Mineralchemie, 1875, 43. 
2) Dana’s System of Mineralogy, 6th. Ed. 1920p. 89 た による 。・ 


va 
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isomorphous mixture の 意 と 認め ら る ) と 推定 し て ゐる 。 

FR SUI AIC ES Tb, DHBBOLME bh, 多少 の FeS。 の 混入 せら れ 
た 可能 性 は 多い が , MOGI ORIR, その 分 量 は 極め て 少量 に 過ぎ ず , 
且つ その 結 品 系 に 於 て , 明か に 五角 十 二 面 模 品 族 に 局 し , gloucodote と は 
認め 難い 。 上 且つ その 硫黄 の 全部 を 優 に FeS。 に ょ る と し て も , Fe tele 
BRITE L, & feds < THERE) OMIM CoAss BE AL -SA P MEIC IE ¥ 
EL, これ は 容易 に HNO, CLOCILSANSMC, FHT MERE ME 
一 致し な しい 。 ARAODE1ED CHICK L, と これ に アン モ = ヤ 水 を 加 
へ て 明か に 鐵 の 反 應 を 示す と と も , ま た その 中 に 鐵 の 含有 する と と を 示す 。 
| DEMO 6 SLC L, ADE HOMO D< 2% Kiss it, (Co, Fe) 
ASS な る 形 に 於 て 含有 せら る も の と 見 る べく , BUCREREC—HE 
DROVE 6 Teh -<1 FB (ferrocobaltite) と 認 む べき で あり , 
HES FO SMO コバルト 太 と 在 な る の も と れ が た めで あ 
5b. 

た さそ の 原子 比 に 於 て , Fe 及び S が (Co, Fe) AsS CL RL ISR 
ある 一 因 は , FeS。 が 不純 物 と し て ) 或 は 固 深 暴 と し て 含有 すら れ た も の と 
認め ね ば な ら ぬ 。 ま た こと の 試料 を 得る た め に , FeS。 を 稀 確 酸 に ょ つて 溶 
解 し た 際 , APRIL TOK BMAD BABS BG ORD, {EEBNI IC BD 
ORME Hire WHEL BS. CALGICRT AAEM EPRI 
BLA BD CHEE ENS CASS, 

AIC HEARD AS EAICHSC, 2S PHM E LTH ENROL その 産地 は 。, 
EL LCKOH) で ある 。 

WE2Ny7 b GR (cobaltite) WORE, MED), MRA ES?) pre 


1) PRIX, AAGEESH, 明治 42 “6, T. Kato Jour. Meiji Coll. Coll. Tech. 
1 (1916) 35. 

2)~3) FRA, AAS ZeR 2 (昭和 12 年) 24, 中 村 慶 三郎 , 地 召 54 年 (昭和 
17 年 ) 432, 
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三 陽 う , (RMigk?, 慶 位 南 道 成安, BHHMHK®, 
WkL2 N71 PRE (smaltite) WORE), 
bet 2 NA + GR (glaucodote) RMB), AUR =B), BAM 
mld) = 
Siegenite (Co,Co),S, 及び Carrollite (Co, Cu), S。 Jbesa We), 
CONGO 2S bit KRORMDMPCLSE LOL ELTCHES Ne, : 
BEMLBE (arsenopyrcte) Zs INBIN), MAGMA), 同 成 交 金 鋼 
wt), page), atest), 同 太 古人 金山 や ), meee 18), 忠清 
南 道 三 政 金山 9)。 
WLBHE (16llingite) Re SEAL ew a sr by 29), 
HORUS RBM BA=>7 rw), BRA REAL), 
Hfea Nn PEISEE CHEORMAICHROTHETS, 
硫 砥 ニッ ケル 硫 (Gersdorffite) a 
Kh DFO Fe AR le , TA BRIC AQ ICIL S IS Fe H, 前 記 の 方 法 
で 分 離し 難く , EO(L BME MAIC LEAS, pias b MB © ap Tc 
HC, Ni1.82% を 得 た の は , こ と れ に 豊 宮 な 部 分 で あり 28), Las) BAe 
AeRIC kD, PRP iced 2-87 1K, AEE, BTR ROMO PIC 
1k, MEIC (AE OWED © HD EOC, AUS =o FA ORBEMOSTE 


3) TRASH RS, Whee 54 年 (昭和 17 年 ) 255. 

4) AIG HES, 朝鮮 鐘 業 飼 誌 16 乱 (昭和 8 年 ) 269. 

5)~6) 中村 慶三 郎 , Wet 54 年 (昭和 17 年) 211. 

7) 中 本 明 , BASE ZCR SE 1 (AFH 10 年 ) 39. 

8) 中 野 長 俊 , BHO & (昭和 8 年 ) 230. 

9) ABS", 前 出 。 

10) 中 野 長 俊 , BHR 16 B (昭和 11 年 ) 10 

11) 小林 治夫 , 地質 50 伏 (昭和 18 年 ) 20 

12) RLS, Whe 54 年 (昭和 17 4) 81. 

13)~19) 中村 慶三 郎 , Het 54 AE (昭和 17 4B) 211. 

20) ACK Mask, HEA 38 年 (ATE 15 年 ); 中 本 明 , WOR 11 @ (昭和 9 年 ). 

21) AEGAN, SIRO ATER 10 ~& (昭和 10 年 ). 

22) HAPBoOAG, thee 54 年 432 (昭和 17 年 ). 

23) と の 衝 の 部 分 を 水 た 湿 ほし て 空中 に 嘩 させ ば, その 表面 に 淡 線 色 の 粉末 を 生ずる 
と れ を 水深 か し て = ッ ケ ル の 有無 を 検 す る に 相 営 著 る し く と れ を 含み , = 97H 
物 が 容易 に 可 浴 性 物質 に 風化 する を 見 る が , コ ペル ん ト Oar te Abit LB WA, 
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cove 


BEECH 4, : ) ) 
AWE Pot PE LR fC, 前 記 方 コ ベ ル ト PR IC Leet iets LOD VR 
ERE, FHL SDD WA, な ほ 鐵 針 で 傷 が 付か ぬ 。 直 変 = コ ル 下 に 完 


4iChgB 2 i) bx WG BAOBHe RT, CHic HNO。( ェ : 1) を 滴下 


THIS CHILE L, 紫色 , 青色 , BEI EBL, ARE BICTS 
Sb, Ex it dh AS BASH IKICap NS (第 参 園 参 照 )。 HCl(r:1), KCN 
(20%), FeCl, (20%) KOH (飽和 ) 液 で は 犯さ れ ぬ が , HgCl, (20%) 液 で 
(LR * CHEE BTS 

CHE ORM, PCHARIC LS RMS, PRES BBR DSN RT ae AE 
Bit = » 7 WE IC HET RASA SZ Py, Florke 氏 2 が Wolfsberg je lp IC BE 
て 記せ る 所 等 と ょ よく 一 致し , Schneiderhéhn KR?) One CHRO 
る し き 特 質 と 認め , COMME RIE AOR BO Hi Rae te 7e tT 
ろ で ある 。 


PRISE A ARB aS HgCl, た 犯さ ざる と と を 記し て ゐる が , Orcel4) その 他 は こと 
DORBKLOCMMT SCL EFL THS— 


AIC BPE => 2 PEP THY IOY Old, ME =» 727 HR (chloan- 
thite), NiAs. (plessite) (Ni,Fe) AsS, #f#é= » > 1 f& (ullmannite) NiSbS, 
bit = » 7 2 HE (polydymite) Ni,S,~Ni,S;, siegenite (Ni, Co), S,, の 敷 種 に 
過ぎ ず , Las B RAOBIM ICL ME, => 72 Bt HNO, で 速 か に 光 
#5 LC BEL, siegnite は 逆 に HNO, に 犯さ れず , Harr MRORE 
=o Rls HgCl, CJLS NMAC, TWILL AICHE Lkvib, ADR 
IA Cit = » > BE (EPeILD< 4% CORPO plessite) と 認め る と と 
は 至 営 で あら う 。 | 


1) PARAM, HARRAH, 昭和 15 年 , 40~41. 

2) W.Floérke, Metall u. Erze, 20, 1922, 197~206. 

3) H.Schneiderhohn, P. Ramdohr, Lehrb. d. Erzmikroskopie II. 19 188~ 
190. 

4) 3) ekS, 

5) 3) 並 に Farnham gy, 
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Asie Yk 1818 年 既に C.H. Pfoff CLOTH} Helsing より 識見 
せら れ , 1820 年 Berzelius に よ ょ つて NiAsptNiS, Le BMPR, He 
(ki = » 7 1 HR (Nickelglanz) ACHE =» 7 HE (N eS 
BRL = y 2 2 fe (Arsennickelglanz) 等 と 呼ば れ , 1845 年 Haidinger に 


よ ょ つて Gersdorfit と 呼ば れ た も の で , 比較 的 廣 く BEL, FRED CIE RAC 


Bee ig ) 忠清 南 道 青 菊 時 が の 2 所 ケ に 知ら れ て ゐ た 。 
Be We B 
以上 の 如く , ABBR MID Ae, —PRIL TT MICH T SWE 


Dic PEF SAS, HG, HIDE, ERE ORIEL, こと れ を 全然 認め 難 


Vig MOTHS HE Ht > (OPAL, DRUK ICHET BIRAICH TC, MOSHE 
FIC Sea, REICH DSR ORI ICES SE OMIT Ik, EE LCC ORO 
AEG & SKINGEO RAD bY, HOT O—-MIARIEBO KR FIC LO 
て 交代 を られ , 石英 は 往々 DEMIOIEE ML, BOB OBE CDS, 2 


Sd PERO =o TN PROELEF 2 ltd § る 部 分 で , を と れ に 件 ふる の は 主 と し _ 


CHOI: DHL OO REGIE FIC, LAAT YE RAE EA CER HC 
WS, REO b Old EHIMEO BS RKMLBHSNS, FEY COMILBEELL 
て 下降 水 に よる や , BR RAERHICR I SELAH AKRICE SDL Ch 
WAS, BLE Hid Abid. BLT, RRC LSYOCHS DS, 


DESMO, BRE aS b fi (ferro-cobaltite) BIC ABORGA 、 


を 成す が , Beit =» 7 TK (gersdorffite) AMAA, HBOREUEA, G 
SEE ICR HLIUIRRIC vada, ENB ILTE x APIA OSTA LO HAR EE 
fa EPS : 

CA BIC LOCH T 3 IC, BHOBOKNEE IC LY, PAROS Le 
Bann PR, B= > 77 EEE AL, BE CSD, ROUTE, 石英 
等 を 生じ , DICH O RITE LAB ¢ FARFIC, RADAR AEBS, EAB 


1) 和田 継 四郎 日 本 乗物 誌 (大 正 5 年版) 76, 中 本 明 , 地質 40 (昭和 8 年 ) 302. 
2) AGIAN, BOE Hi 18 (昭和 10 年 ) 175, 西澤 章 三 郎 AT; PERE, 
更 座 16 48, 昭和 11 年 , 10. 


ee 


> EA \ ™ A OPT } ee Lee es ee aT 
RK ~ E or tN igi) rere pe 
PAE , f % ; x 1 ood oe i | 
\ = ; : / 1 
1 < ray | 
i 
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WEES LIL L, FOES IE BIC BR IC BE OPE ED Lik BSENS. 換 
STNIETNSO= FW: 2h PARIS, BUKIAIK EO Le ICS | 
て , それ か ら 生 じ た も の で ある 。 | 
要 約 0 
FEC FURR Ik 2 Fh ee ee — FB ILPY RR Ys ZA 
%, Rt CHICHET 2 HE BRWA ICHAT 3. MaAkEL UCRHSM, 
PEEROK, REE KOS EE, EAS, SBIR (melnikovite) 等 より 成り , 後 
3 ORIEL L CREAMED BRL THEN S. = ッ ケ ル 及 び コ ベ バルト 
WE Pole TAL BICKER, Bt = »r 0K (gersdorffite) RU Ry コバ ベルト 
WE (ferrocobaltite) と し て 産 し , THICHERS-KWANA, 石英 , 終 泥 石 及 
び 鞭 銅 確 と の 開 係 上 , 熱 水 溶液 上 昇 の 初期 の 産物 と 認め られ る 。 BARIC 
k= vFNIE 2%, Boe eae A% を 含む も の も ある が , 現在 まで 
の 探 座 に よれ ば , 確 床 の 規 模 小さ いた め , と れ を 利用 に 供する に 至ら ぬ 。 功 

LVRD BE Ti Do 


AAI Bt SRO Berit, RA ARBRE L CRAIC RBES 
れ た も の の 一 部 分 で ある 。 と と に 明 訪 し て 謝意 を 表す る 。 


~~ 


fs PT a BEE ANS POBiA -BRAMICKIIS 
透 輝 石 及 び 角 准 石 の 一 光 卸 的 方 位 開 係 


A relation between optical orientations of diopside and hornblende in 
some metamorphic rock from the Abukuma district. 


Mt 7 ge Be 一 (K. Ohmori) 
WEA -+— Ff, EE BORO HE ED FIC REBAR RH Ts BEL DE 


WLI Ze % iis es ok AJIT, Et, Fit, Me BO FA SEE % be Leff, 340 IC 
Sea ORE TST LEB. 石川 か ら , MANA ICISO THRE &, ALE 
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KSEE CS, 竹 員 系 の 雲母 片岩 , 御 畜 所 系 の 角 関 岩 り を 始め 紫 等 を 賃 入 す る 種 
FORME BERL Te. COPIA ALENT CHRD So T 8 (CAE 
ORGS FORBERO—MEMERICHET 3, HMRI OT HC 
ある 。 : 
«BRS PORRE-BREM 。 と の 角 関 岩 は 和 肉眼 的 に 嘩 線 色 を 時 し , 片 理 杜 
EOMERORL AACS 2, WIRNICMMARBDSN2. BOSE IC 
ADI, FER. REEL FF v TIAA BIL, IEE OE DIR Lee 
Rosiwal #5 2) で 測定 する に , AWK 79.0%, 16.8%, 2.5% RE 1.7% 
Ei, fPVGItkee AL, RS 0.5 He, BR IAH 0.05 FEC MT 
は カナ ダバ ベ バルサ ム よ り 高 く , 二 軸 性 正 の 光 在 性 を 示す 。 


第 武男 


| 


SAPS (1) HICSEAY S36 fPAH (1) PKRRBAT BHA 

Aik (2) を 示す 。(3) は (2) の (2) HEA (4) MEAT. (3) aH 

中 央 部 の 石英 に 富む 部 分 で あ SDRC LT, (4) OPRABIC FLA 
bdo 


° 


1) Kot6,B., The archean formation of the Abukuma Plateau. Journ. Coll. 
Sci. Imp. Uni. Téky6. 5, 197~294, 1893. 
Sugi, K., A preliminary study on the metamorphic rocks of southern 
Abukuma Plateau. Jap. Journ. Geol. 12, 115~151, 1935. 
EBRAM, 阿武 隈 山地 の BIR KARE RRC BC, AB, 27, 142~159, 


HB 17. 
2) Johannsen, A, Manual of petrographic methods. 290, 1918. 
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AEC URE OO BM AME IRA DT ェ 畑 前 後 の 柱 で ある 。 一 
般 に 角 関 岩 の 有 片 理 に 王 行 に 走 つ て ゐる が , PICLE WORMS (HB) ZL 
は 垂直 に こと の 中 に 侯 入 する 部 分 (第 武 園 の 左 方 ) も ある 。 依 つて と の 脈 は 角 
関 岩 の 一 部 で は な く , 例 へ ば 鷹 水溶 液 の 放 入 作用 等 に 基 ぐ も の 様 に 考 へ 
られ る 。 

と の 脈 を 更に 詳細 に 閣僚 寮 す る と 外部 と 内 部 と で 色 が 異な り , 夫 え 淡 線 色 
RUPE CH 3. HERMES LCA ARR, ERR, 
2 OMRON ICE ORE OFT SSL ES. RRGICED 
FILIC DROMEGESATS. COBRA —-MICKHT MELTS 
AS, fH BBE ATH OS 3. TBE CHP T, 屈折 率 は バル サテ 
ALD BO, MARALMT IC CRRAEEL, 多 色 性 が 少し く 認め られ る 。 
BHAI, HHA DIESE AL, MPABM TAKES. MWB 
法 で 測定 し , vy’ =1-755 及び P=1.748 を 得 た 。 

BOG) (UT CRY TROMGE BL, APICES 2BGO HA 
DROPS E D ORAS Vo. AZ OPI ICIED L, BABI, Sih PETE 
DKBLERT. WIEGIL ¢NZ= 42° で , HANIA TIE L, 
2V=60° を 得 た 。 

角 関 石 は 濃 線 色 を 時 し , SBE CS, SHAE, SEA CHS. 消 光 角 
は c 人 2Z=20° で 光博 角 は 経緯 鏡 鹿 で 2V—66° を 得 た 。 

EBALERAOCSHARHR 透 煙 石 と 角 関 石 の 間 に は 第 参 園 に 掲げ た 
様 な 湖 移 開 係 が 見 られ る 。 同 園 + に 於 て は 角 関 石 の 端 締 が , 2 に 於 て は 中 
央 部 が 著しく 叉 内 部 及び 周 締 の 一 部 が , 更に 3 に 於 て は 周 終 より 内 部 まで 
RG ICBEET S. HOTT OBS AI kD BELLO LEU 
£4, 


1) 滋 片 の 色 は 渡 褐 色 で , 屈 折 率 は ベル サム より 等 か に 高く , 複 屈折 が 認め られ る 。 
ED PERL Y ARIS SER L HET HS, 
2) AABANEU 1c AD Ah O ROE YIIS vy TILED TH S CLICFS, 


~ 


ー 
: * x 
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第 参 園 (CAB 7e fa £ BMC WCHL HU ORCD Z , FAN 
に 於 て は 直 消 光 を , BRAICATCAAIBEL ETS. COPIED HS 
的 絢 性 軸 の 経緯 人 記 法 に 依る 測定 値 は 第 堆 表 に 揚げ た を 様 で ある 。 こ と Scere 


第 2 ff 第 四 gf 


FING (h) £0 Bie (d) SB 3 OWI L X’ 及び 
= = ZL を 示す 。 h UAHA, d は 
7 ome ie MNF o A a ie? ’ 
Perey, BEA, MOH ICH BS 
る 部 分 が あり , 消 光 し な い 。 
第 = 表 
ie NY 37 
n | h n h 
x 29° © 6°(E) ha Es 
Y Gass Bs 344° 1°(E) 
Zz 119° 6°(E) Tati he Ue i) 


iM Y 軸 と 角 関 石 の X HhLWIT CAMTE CH 3 Bill LBRO, 

CORLL AFL TERY L, ANA DIEMLO MEIC Hh SZ RICMT 3S と, 
“GDS (oxo) 面 (Y Ihc AIRE RET) HSA IC, IBIAS & NBA eI L-CoRw 
Fe C HOPES Pic HSRIC TS LHRICHIT ePIC IAS. 

COD bt ODM L AWBOMICKORABIRDH 52, GR 
AD Cc thl< AAO Z the Ki—-EXTS, 又 前 者 の Y 軸 は 後者 の XX ith 
LETS. OOS BHO EMTALA API (010) Tai ICIS, 角 関 石 の 
“Y-Z ICES. HLA X 及び Z th it HAO # Hh E 
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Bee HF, 何れ も 45° 離れ な 方向 
CHS, SOBICTOHihoOME 
か ら Biot-Fresnel の 潜 則 を 用 ゐ 
て 薄 片 内 の 振動 方 向 X′ 及び Z! 」 
を 吟味 する に , 第 四 園 を 満足 する 
RDG M7. HBA At 
SHULL II % PAPITADK & (CB 
LEN SH hit A= 十 3?, 

p=—21° OFAC, WEG IE 98° 
AME (A) 2 mph) Orem : 

係 を 示す (RR oO), 終 に 臨み 現地 調査 に 際 し て 御 指 
、 准 を 賜り , 叉 本 稿 を 御 校 関 下 され な た 渡邊 教 授 に 深謝 の 意 を 表す る 。 


& ta 2 HW O B && 1) 
(SY Tk URLS O — BUG DHT) 


Some experiments on microchemical analyses (1) 
A method for microchemical analyses 
of lead and arsenic 


mB + i HE 俊 BT. Suds) 


A 容 
1) F = | 4) AERO Site Ht 
2) Sitar Pr O HER by Be FL 5) ‘FERRER 
3) $80 Cites Pr 6) B&B & 
1 序 言 


紅 検分 析 は 特殊 定性 分 析 の 一 種 で る つて , COGEOMM KOM ( T 
ある 。 | : 
即ち 清光 に され な 載 物 ダラス 上 に 於 いて , 極 く 小 さい 試薬 滴 の 中 に (大き 


4 
Se 
¢ 
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SI 5 KORE), BOKER BC ROBY IRL (LE 


BHILT ~ Sv OM So A CHA LC) HRCI EIR L, それ に 同 程度 
OR & OW Te ABI LULL Fe D, LAKE M~7e D LT, 成る べく 
Rar LED KORE AE en (BN SPRIR) ALE LD, TOMO KBNO PEE & fs 
HEARSE CRT BT LICKED, その 反 應 生成 物 の 性 質 を 明らか に し , 以 て 試 
料 中 の 元素 の 定性 分 析 の 目的 を 果す の で ある 。 


上 逃す る 如き 主 引 に 依る 定性 分 析 は , 1867 年 に Wormley pes 。 


に 適用 し た の が 最初 と され て ね て , その 時 Wormley は microchemistry 
な る 言葉 を 用 ひ た 。 と の 名 稀 が を れ 以 來 最近 に 到 る まで 用 ひら れ て ゐ ね た 
人 が, 最近 に Chamot RU Mason 420 VICAT, bot SEV ORE | 
分 析 は chemical microscopy と 呼 藤 べ きこ と と を 提案 し , microchemistry 
HAZEL AUD 7e,. El chemical microscopy lst O44 OAT, 
HBG & 3-3 LBS 7 LOPLI —OWEALT Z-MOREMTC 
DOT, 微量 分 析 の 性 格 (即ち 微量 な 元素 を 相手 と し , Kig SRB BER 
する と と ) は 必ず し も 要求 し な い の で ある 。 

と れ に 反し microchemistry は あく を まで 微量 分 析 で あつ て , 常に 微量 の 
元素 を 問題 と し , ARICA SRMELB~, その た め に は , 器具 及び 操作 
に 特別 な 規定 を 設け ぬ 様 な 分 析 を 意味 する の で ある 。 

上 逃 を る 所 より 明らか な 様 に , 質 際 に 於 て 鏡 槍 分 析 は 多量 な る 被 栓 元素 
を 含む 試料 を 極 く 小 量 と つて 定性 分 析 を 行 ぁ 場合, 一 つの 化合 物 の 中 の 或 

元素 を 吐 換 し て 極 く 小 量 含ま れ て ゐる 元素 の 定性 分 析 を 行 ふ 場合 , LAGS 
小 量 の 不純 物 を 定性 分 析 す る 場合 等 に 有効 で あり , 試料 , 試薬 分 析 に 要する 
時 間 の 3 つの も の 節約 が その 大 き な 特 色 と な り 得 る 護 で ある 。 

KIC OBUBAMOFICERT~ SBE, HOT AMEE 

次 の 如く で ある 。 


1) E.M.Chamot and C. W. Mason : Handbook of Chemical Microscopy. Val. 
_I, 1930 and Vol. II, 1931. Wiley and Sons, New York. 
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1) 同一 の 組成 を 有する 反 應 生成 物 で も , 試 薬 の 濃度 , 検 液 滴 の 水素 イネ 
Y URE, 又は 槍 液 滴 中 の 被 栓 元素 の 漠 度 等 に 依り , 種々 異 つた 外形 を 呈す る 
場合 が ある 。 re ee 

2) WHAT SME RCD, 鏡 下 に 於 て 生長 し て ゆく に 従 つ 
THAINE LEST { BARBS SB, 

3) 或 特 定 な 共存 元素 の 邪魔 に 依り , 生じ 得 べ き 反 應 生成 物 が 全然 生 ぜ 
と と が ある 。 

4) 同形 イオ ン は 屋 同 形 的 沈 工 を 形成 する 。 

以上 逃 べ た 議 野 の 中 , 最も 困難 上 呈 重 要 な , 従 つて 最も 論議 に な る 和 跡 は (3) 
で ある 。 即ち 共存 元素 の 影 絡 を 研究 し , TOMMAE SN ¢ MORE HEE 
を 研究 する と と , 即ち ー つ の 元素 に 就 い て は な る べく 廣 い 場合 に 適用 する 
特色 反 應 を 研究 する と と で ある 。 或 場合 に は 著しく 特殊 な 試 葉 を 用 ひで て ,- 
上 記 の 皇紀 に 出来 る だ け 添 ひ 得 る 場合 も あり , 叉 系 統 分 析 の 方 法 の 研究 も 
ー 二 上 記 の 主旨 に そ ふ た め に 必要 か と 思 は れる が , 現在 で は , 特 殊 な 薬品 は な る 
べく 使用 せ ず に , 共存 TSO HOE MIC ET OBER. OG AR 
され て ゐる 様 に 思 は れ て ゐる 。 

2 鏡 検 分 析 の 歴史 的 区 見 

鏡 検 分 析 は 1867 年 に Wormley が 土 物 の 試験 に 適用 し た の が 最初 で あ 
つた こと と は 既 逃 し た 通り TH AAS, MMF Loe DSN ISDE ID 52 
分 析 に 適用 され る 様 に な り リ , Behrens? に 依り 第 一 期 と LC Lv tee 
が 示さ れ た 。 周 知 の 様 に 確 物 に 於 て は , 人 工 物 の 場合 と 異な り , ZORME 
が 自由 に な ら ぬ 場合 が 多く , 又 同 形 混 品 や 不純 物 が 多い の で ある か ら SK 
分 析 が 古く か ら 確 物 に 適用 され た の は 沙 も な と と ぃ 云 は ね ば な ら ぬ 。 し か 


1) 例 へ ば C. A. Mc Mahan: Notes of the Micro-chemical Analysis of Rock- 
making Minerals. Miner. Mag., 10 (1893) 79. 


2) H.Behrens und P.D.C.Kley: Mikrochemische Analyse (Voss, Leipzig) 
1915, 4 


, H. Behrens und P.D.C. Kley: Mikrochemische Analyse (Voss, Leipzig) 
1922. 


Pate, 
ey. : 
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 % 1924 年 の Lindgren ) の 報 文 か ら , Mckinstry ” の 報告 を 得 て Short 3) 


ICED, と の 鏡 検 分 析 は 奏 物 の 中 で も 特に 不透明 確 物 の 定性 分 析 法 と し て 
BAL Sie, 不透明 太 物 に 於 て は 微量 し か 産 せ ぬ 場合 が 特に 多く , し か 
LAE, 不純 物 が 特に 多 に @ の で ある か ら , と の 傾向 る 営 然 の と と で あ 
る 。 現在 で は 不透明 太 物 の 鏡 栓 分析 の 方 面 で は Short の 著書 が 世界 的 
に 用 ひら れ て ゐる 。 Se 
—FICMUBEOMDS も, COMM MERE LYS N, その 方 面 の 代 
FINO RRL Chamot と ' Mason の 有名 な 著書 に 見 る と と が 出来 る 。 
と の 著書 に 於 て は 質 例 と 共に その 攻 験 操作 の 詳細 が 記さ れ て ゐ ね て, CHL 
現在 で は 世界 的 に 重 ん も ぜ られ て ゐる 。 

最近 Staples) は その 報 文 に 於 て , 偏光 題 徴 鏡 及び 結晶 は 化 卓 者 より も 


BMBAOFICLvVHMLY LOCH 4b, COURANT TORRE 


DEER OAS TIMED tT e FS BRE MN, FICE A EO Site DHT as 


WEEN CH SCLEMBLTHS, 


Kot Fraser 4 Of) ZIEFE TERED FV IC HE A ie FR BK Le, 
bil O LOO fie OIL BSIEIC IAS S GREP AT ICHAT SET SHC TD SF « 
ASFBRIC TES T IXGERB APA IC BET D FRC EAC EAE 79 TRGB IT BH OPEREIT IE 


れる 。 
筆者 は 敷 年 來 と の 錯 栓 定性 分 析 を 時 々 碗 物 の 認定 に 適用 し て 來 た が , 試 
薬 , 器 具 は 全く あり 合せ の も の を 使用 し て 來 た に 過ぎ ず , 上 記 議 文 獣 の 中 に 


1) W.Lindgren: Microchemical Reactions. Econ. Geol. 19 (1924) 762. 

2) McKinstry : Microchemical Tests in the Identification of Opaque Minerals. 
Econ. Geol., 22 (1927) 830. 

3) M.N.Short: Microscopic Determination of the Ore Minerals. U.S.Geol. 
Survey Bull.,-825, 1931. _ 

4) Chamot and Mason ij fH, 

5) L.W. Staples: Mineral Determination of Microchemical Methods. Amer, 


Miner., 21 (1936) 613. 
6) H.J.Frasenrand R. M. Dreyer: Mutual Interference i in the Micro-chemical 


Determination of Ore Minerals. Amer. Miner., 22 (1937) 949. 
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% KKK CHA ChHEVLOLSSOT, CORBMRE BRT SB 
の は 未だ その 機 で な い 様 に 感ずる 炊 第 で ある が , 従来 本 都 に は と の 種 の 定 
LESSPTIC EIT BHC O MMIC DOROT, と ぃ に 鏡 検 分 析 の 人 簡 温 な 
紹介 を 筑 ね て 冥 験 の 終 過 及び 結果 の 二 三 を 報 千 する 次 第 で ある 。 

鏡 栓 分析 に 用 ふる 試薬 の 種類 及び 粗 及 び 器 具 の 様式 は 人 に 依り 異な り , 
有 叉 その 操作 は 多く の 人 が 現在 で は 大 角 Chamot 及び Mason © 389 tc it 


べ て ゐる 操作 に 依 つ て ゐる が , 各 分 析 者 に 於 て 夫々 THERESA SM - 


て ゐる 場合 も ある 。 匠 の 如き 個 向 は , この 種 の 定性 分 析 に 限っ つた で さと で は 
な く , 一 般 の 分 析 に 就 て る も 常 を に 見 られ る と と ろ で ある 。 

TALEO PEM LAR, Beis --TUE ORT Bl b Sikes TASH IC BAT SK 
Zr lapel IC BEC Oe Pame LARC SE BOT LIBS CHABAD, 筆者 の 行 つ て ゐ 
る 操作 は 現在 Chamot の 著書 に 従 つて ゐる 。 

と の 報告 に 必要 な 程度 の 一 般 的 事項 を 勿 地 れ ば 淡 の 如く で ある 。 

門 松 分 析 の 完遂 條 件 の 衝 分 は な 載 物 ダラ ス の 清輝 度 に 依る と 云 は れ て な ゐ 
2, aa: 

Unt > 2 KHARICT SB ICIRIES 7 2 2 WRI D IC ERE L, FER 
ACE HOWP LHS MKT 2 -r ICHE L CHAE RY HPL 
て 用 ふる 。 

Uti D ASE IL BAAR HEH IC REO PASE IL EY 0.2 釣 大 の 細 粒 に LCE AEE 
中 に 保存 する 。 

AV SERS CHE OM the Bk り は ず し 粉末 と する 。 (落し 載 物 ガラ 
ス よ り 刺 か い 春 物 で あれ ば , 二 枚 の 載 物 ガラ ス の 間 で は さん で すり つぶ ます)。 
と の 粉末 を マッ チ の 軸 木 の さき に つけ て , 一 枚 の 載 物 ガラス の 片 す みか へ 移す 
(と の 時 は 出来 る だ け 少 さく 密集 させ て 置く 必要 が あり , 載 物 ガ ラス の 上 に 
散 算 を し め ぬ 様 に 注意 する 必要 が ある )。 と の 粉末 の 近く に 適 営 の 試薬 ( 活 
Hk) を 粉末 より エー2 MELT 5 FEMLOAS SO WIC LTE. AGRE 


1) 重 ク ョ ロム 酸 カ リウ アム の 人 秀和 溶液 た 3 A WR In 5, 
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試薬 滴 の 中 に 入れ , 載 物 ガ ラス を 僅か に 粉末 の 方 へ す ぢ を 引け ば , 試 薬 は 細 
い 水 道 に 依り 移動 する か ら , その 百 金 線 を 粉末 の 中 まで 持つ て 來 て そ と で 
適 営 (5 FAH) (CME iS, 粉末 は 試 葉 中 に に 浸 さ れる 。 と の 部 分 を ブ 
ン ギ ゼン 燈 の 細い 小さ い 始 で 熱 す る と 試料 粉末 は 試 華中 に 溶解 する 。 着 し 試 
BED RAST BC, BRAS ARORA Hh CARE L-CHLMORe BE 
CBRE Lit Let RGR CRIES LATIN L CH RE AMERIC 
解せ せしめる 。 こ と の 溶液 滴 に 種々 な る 試薬 を 加 へ て 反 應 を 見 る 。 
3 OBR H 

(HO-) bikoin< LCC RIE REE LC TO LARA 

(1:5) ZEAL CHABRVRK Z ED BULICH ST, TOPO, IC 0.19% の 


湊 度 カ リ 水 溶液 滴 を 置き , 白金 線 で 混合 結合 せしめ る と , HEOKGRO _ 
em (PbI。) を 生ずる (PSH). Phl, は 金岡 光 澤 が 落し ので, THA こ 


の 中 で 反 轄 する 時 , きら きら する の が 肉眼 で も 認め ちら れる 。 こ と の PbI。 の 洗 
泊 の 代表 的 な も の は 黄色 の 反射 色 を 旦 す る が , 鏡 下 に 於 て 透過 光 で 検 す る 
場合 な , BE ELLSE IC TREE EL, TPE ES, TERRES, HEE RT SHAVE 
見 受け られ る 。 

要する に PbI。 の 六角 板 欺 の 沈 滅 を 最良 に 生 ぜ し め る 條 件 は , HD BR 
WK (1 :5),) REED Y OPM (0.1% fit)” を 使用 する と と , 槍 液 中 の 
鉛 の 濃度 が あま り 大 きく BTL), 試薬 滴 検 液 滴 共 に 充分 冷 し て 反 應 せ 


1) ASAI CIS LIKED BOL TC TS (RERBEW OMIM) EHH T, 
テス ト を 困難 な らし め , 叉 Pb(NO』)。( 無 色 な , AHBOBRY, WAWICSH ROAR 
Bowie) を 生ずる 。Chamot に 依 れ ば , PPE MW X Vila PbI。・PbO 又は PbI。・ 
2PbO Ot RD OAR te FEE ORR (bi eA Phil, の 代表 的 な 沈 濾 の 生成 が 那 ば 
られ る こと 云 ふ 。 

2) REVDIVOWMMO’L Cit, PbI。 は KI 2 #iH (PbI,-KI-2H,O) を 形成 し 
て 溶解 する 。 

3) BRPOMDBEBACS SYK, FLEOMKRROUMAAU, PLE OAK 
SEM IROSE MBA RE SH MWACLHRBW, C ORAM MOM BEAR CHY TITS. 4 
LV+g Mic BIC Y BO MB e In~ CHS & , WROARIRBAL TY Crs 
a, BB AGGRO Pl, OMMARAT 36 see 
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し あめ る こと と りり, 成る べく 大 き Vo FTE * 性 の 検 液 滴 に , ARR S ASKED 


リ 水深 液 を 適用 する の が 望ま し い 。 


万 酸 溶液 で 行 Sake aie ee 


第 F RO ARABS 5315. ICRA 
aes と 決 度 カ リ の 粒 を 用 ひな た 場 合 に は , Pbly 
(5 の 沈 江 は 生じ な 
; - と の Pbl ce Sikes WEIL, Sb 
Be < 又は Bi の ィ イオン が 検 液 中 に ある 時 は 全 
oO ae e) (HGS NS. それ は KI が Sb 又は 
Bi と 複 湊 化物 を 形成 し , それ が 更に 鉛 と 
\ ame oeR Orn CHEEIKO (PB EOBAIRD 


Reith Ch So, SE CBB TR) を 形成 する か ら で あ る 。 

(OX) Lio RARE (x: 5) 酸性 の 

不 整 太 角形 を 示す こと が ある 。 PRG? を 充分 常温 度 で 冷却 し 3 う , tH 
(CHEER (I:1) の 冷 液 を 導入 混合 する と , HICHOMBBICHAHKO 
PbCl。 OPIREAFS. iC xX PIB (特に 西洋 バサミ を 開い た 様 な 形 の ) 
特徴 ある 長 品 を 生ずる 9。 (atte) : 

PbCl。 な 周知 の 様 に 湾 水 に は 極め て よく 溶解 し , 叉 純粋 な 水 よ り る も 奏 酸 
> 性 水 に よく 溶解 する 。 履 に 試 液 中 に 多量 の Pb イオ ン が ある 時 も 最初 
か ら PbCl, OPRIMADSBIT SIS 7 と は 稀 で あり , 特 に 検 液 中 の Pb イィ オン 
の 濃度 が 小さ い 時 は , HM PC OPIMASHBH 5 NNT LBSHS, MoM 

Salhi & ARH LL CRICK & PE AEA L CGEM LDS と 滴 の 


1) PbI。 は 温水 た は 可 な り 深 解す る 。 

2) BRB eVexwie ess, Chamot に 依 れ ば , 完 人 に 中 性 の 深 液 か ら は PbCl, 
の 代表 的 の Rawk AEST Pb(OH)Cl O€N& MRO FER OMBAFS LES, 
MROBMNO LEC PL(NOs). (BIC ABAERR) を 生ずる 。 

3) PbCl。 him7k Ic RED THT BH, RAM MAK VAR etek ic Lyk CAG 
So 

4) JGR PO MORE, HAO MBE, A a YEE WRB LE DSS, 


oa 

jos 

= oe 1 
Ck 
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周 須 部 より 針 其 の 結 品 が 現 は れ て 來 る 。 又 は 蒸 開 濃縮 し た 滴 に 熱湯 滴 を 加 
へ 冷却 再 結晶 せしめ て も ょ よい 。 
、 と の 反 應 は 試薬 は 臣 酸 で あり , 反 應 生成 物 は 臣 化 物 で あつ て , fH CHS 
第 走 WFIU WU: A A 
モ = ア 甚 が 存在 する 場合 
に は , PbCl, は それ 等 の 
臣 化 物 と 複 訪 を 形成 し , 
CALE OD BA IE IY 
“PCL と 異 つた 外形 を 時 
する の で PbCl。 OF 
HOT PLEO AE EL IBF 
れる 。 * 
PbCl。 の 生成 し て ゐる 
滴 に 稀 硝 酸 (r : 5) の 滴 を 


SALE LC HRA 
HE {ES3 (PbCly) (# 100 倍 ) 潤 を 形成 し , HUE CH 
Atte ARO fii CHOB,OTE® VEOBRE TH : 
FLO, XPCORMEEKPLO, SPM Be S し , 前 述 の 方 法 を 適用 す 
mB SEE AS ic Aas : is Pte 
針 然 を 時 する も の 等 が 特色 的 に 見 受け られ る BL, MBE DY 1% 、 


OKI ARS SE 2 LIE Ply OR tio AMRIROBIRE He 
ずる 。 
4 ROMA ; 

DESEO GHBAM ICL GEA Te SB TURASAR SAUT 2) SAS, 簡便 に し て 明 
確 な も の が 無い 様 に 思 は れる 。( 普 通 の 温 式 の 定性 分 析 に 於 て も , WHO 
在 の 確認 は , 検 液 の 酸 の 濃度 又は 硫化 水素 を 通 ず SEO Tht BE SE IC REDS 
り , 可 成り 困難 で ある と と は 周知 の 事 質 で ある 。) 

従来 記載 され て ゐる 克 素 の 定性 分 析 の 中 , 比較 的 簡 温 と 思 は れる も の は , 
二 三 の 他 の 元素 ( 例 へ ば 鉛 , 焼 , アン チェ モン 等 ) に も 適用 され る も の が 多く , 


2 248(28) ADR RBS) Bh 208 


LO Pe WiO PACHA HK SWINE LIES Te DBRVBABS VO. 
最近 Staples) I2iRMEH ) ENS SIRE AMLIB, EK} ABO, 
C DGUBBLED Hi, KORO HCY HEY GEL TL, WIRE DUE CH 
SCLEBDSe, LKOMBMREEINIEKOM CHS. 
Pei EI L CREE CLONE L, BRIERE EA ICIAMBE LO TD 
5, WRK COL, 湊 度 カ リ の 小粒 を TORO PRICK L, HB (cM 


第 Sf 


PRCMEIE (AsI。) (Zee MATMaT HY # 150 倍 ) 
HOCH eB SARBRO Hh CH 38, 鏡 下 で は 透過 光 で は 黄色 
SARL, MGIC REI EROS CERBV, Pbly dt pkD THM SHES 
FS>5 BSHK, 6 射 然 の 種々 な る 外形 を 時 する 。 LORAMMt 夫々 同 
一 滴 中 に 見 ち れ た 種々 な る 外形 を まとめ て え スネ ケッ チ せ る % も の で ある 。 


の ある 場合 は 粒 の 周 園 よ り 黄 色 の 沈 滅 を 生じ, それ が 粒 の 周 園 へ と 毛 が つ 
THK. CORMICKERT SL, RED ORO PBC IL, HORE 


OVER Bt, AEWA te RRO PERICIR CT, BURR, BRE ORME 


1) L.W. Staples pith. 


ーー 線 299 Ro es ROK 本 249 (29) 
角 板 状 の 結晶 が 見 える 。 CH BOMUILWEK, 湊 度 カリ 粒 の 周 江 部 より 外 
Fi ~ EGR THT BS, 約 ェ ー2 分 後に 鏡 栓 する と, 滴 の 周知 部 に 非常 に 明 
ら か な 棒 色 の 反射 色 を 時 する AsI。 の 六角 板 基 の 沈 小 を 生じ て ゐる の を 見 
る と と が 出來 る 。 と の AsI。 の 洗 濾 は 鏡 下 で は 退 過 光 で 栓 する 時 は 黄色 を こ 
時 し , 又 金 剛 光 江 が 強い 。 BAIT HED AN HTK ILE MOM BE BT 
る (第 参 園 )。 ee 7 

COMERS Ty Hey, TeOS WERRNE 2 BERREGOSE G & REI 
CHOC, LHBLMHL LCOMMICL VRINLES. CORMEM LU 
$2 OR WML LTA Zt, PbI。 と AsI。 LKAH, GOS CHEM 
し 難い と と が 多い か ら , b LAMBS Anet LO SRO OEIC S 
の で ある 。 WS Pl, OF RM Oye WISE LM L-7ePKIC MAMI LD A 
UC, MOMAARL vik AsI。 の 代表 的 な 結晶 は 生 ぜ ず , Z Asly OFLZAY 
な 沈 小 は 皮 逃 し た 様 に 濃い 監 酸 深 液 より 生じ リ , 匠 の 如き 強酸 溶液 ょ り は 
PbI。 ORRMWO MIME AL BVO CHS. : 

SOS OME ARO RIC RS CPL MSREOM INT , LOK A Y 
反 應 を 適用 し て 行 は ん と する に は , bite 2 ICHROMMNCRBRAR 
で 分 折 す る の が 最も 適 営 の 様 に 思 は れる 。 試み と より 稀 い 葉酸 ( 例 へ ば 
2:3 ff) を 使用 する 時 は , 鉛 る (その 濃度 が 大 な る 場合 に は ) 小 量 Phi, と 
し て 析出 する 。 従 つ て と の 場合 湊 度 カリ の 粒 の 代り に , その 水深 液 を 使用 
する と と も 適 営 で な い 。 | 

: 5 B BR 結果 

ER (1) DSAWE (PUNE BK ARAL PREY BBB OIE LL E) RON (PIN 
FAS RABESEHD FE) RUE PE) EASE (PAN PAE RIOT SAM LL EIR IL BE) の 
FRB (I: 5) 溶液 滴 に 湊 度 カリ 水溶 液 (o エ 9%) を 加 へ 鉛 を 栓 する 。 叉 と の 
稼 硝 酸 (1: 5) VAWENEIC HERE (C21) を 導入 混合 し て 鉛 を 検 す る 。 LSM 


1) 原液 中 の 酸 の 濃度 が 稀 く 上 是 原 素 の 濾 族 が 小さ に 時 は , REOMIOUMMEAU 
RMR OWEA( ABRAM CS ONCE *AREORMEAT SO. 


本 250(30) oe ee ee #8 300 


Ap (AIL (CBRNE (1:5) に 分 解 し て PbCl。 HARE LH TREMTSTEV 
HAR o - . : 

@ 8 (2) WRT RET TF Aid BO LO BLO A BOE & 
ED MMS Ne), FRAOSILAMCHS oa HIC モリ ブ プ デ ン He 
(wulfenite) を 産 す る 。 そ の 形態 的 の 性 質 を 調べ た 結果 は 炊 の 如く で ある 。 

測 角 の 結果 認め ら 和 届 た 結 品 面 は S2) (2,0, 11) u (ro2), e (ror), n Ir), 
m (rro) で 品 相 は [100] DPE L7eDUSPABUKO % O, [110] OBS L7e Wh 
BGKO%O, [Loo], [110] OMG AASDSFE Ic HH LTC NMKERLCTHS 
BD \ 3 0OPMOMMNLAT. HADIFBKO % OF>6 id CHV Mes 
PEO LOE CHSBBW, 前 者 は 一 般 に モザ イィ イク 構造 が あぁ つて 測 角 に 適 せ 
WAS, 後者 は 非常 に 面 が 平滑 で あぁ つて 測 角 に 適する 。 後者 の 無色 の 薄板 区 
の 結晶 4 個 (第 窓 表 の No. ェ ーNo.4, 何れ も IX1X0.2 灯 程 度 の 大 いさ ) 
と 黄色 厚 板 其 の 結晶 個 (第 意表 の No. 5) を 測 角 せ る 結果 認め られ な た 面 の 
組合 せ 第 1 表 の 如く ぐ で あり , USO FAHEIs PAUROM< CHS. Uf 
表 に 就 て の 注意 は 表 下 の 注意 を 参照 され た い 。 

CDEVAI FY MEO BIO — Hr CARH F ADMIT ILE BRK E L, 
その 一 部 を 濃 臨 酸 に 浸し て ブン ギ ゼン BOG CHAL REBATE, = 
リプ デン 欠 足 は 分 解す る 。 更 に 多少 張 く 加熱 を 績 ける と 路 帯 線 副 色 の モリ 

ブ プ デン の 酸化 物 が 乾 固 し て 生じ た 周 邊 部 に 生じ て 來 る 。 と れ は モリ プ デ ン 
D—-OOPSH RM LEVYS. 7 OPEC HAAR (1:5) を 導入 混合 せしめ 
PMA RUS IRL. FREED VIC HED (LUD WE 3 HORM MIE — 
に 依り ) SRERT S. Wt MOBS JLO—) ICH -Cikt~ eM 
る 注意 は と の 場合 に も 全く あて は まる 。 COMA OVS L7e MSU 
川 郡 北斗 日 面 大 同 金 山 の を リプ デン 鉛 春 や に 就 て 行 つ た が 全く 同様 の 結果 
を 得 た 。 

1) 貴重 な 標本 を 再興 され た 櫻井 欲 一 氏 に 深謝 の 意 を 表 は す 。 


2) Pit 
3) 須 蘭 俊男 日 本 鐘 物 資料 貫 第 1 48, 2375 (昭和 10 年 )。 


* 
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結 a | S | u e | n | m | 3 相 色 
ae + Seto a de RL OOT ee 
No. = + i ae home | AOO) UU ae ae is 
CN ee | oy, op ee Oe 
No.4); — | — | + | +.-| + | (110) a3 
No.5 | — — + + | +. | (110) gee a 色 
第 a 表 
Pr a rw ee eee | 
n 
p Ve p ? : 
Spb] 220581 |. 16°. 23%}. 0° O84 L. 16%000F. ORO0 NET 
So | 02,11: 16" 18.-| 91-06) 16 700 1 90:00 1 
S; R20OLL | 16 07 | 180 25 | 16 00 | 180 00 1 
S, | 0,2,11 | (14 16) |(269 45) | 16 00 | 270 00 1 
uy 102 | (36° 18) | (0 25) | 38 15 "00 228 
Uy 012} 37 26 | 90 16 | 38 15 | 90 00 | 2 
i 102 | 38 05 | 179 47 | 38 15 | 180 00 | 2 
cA 012 | (35 37) |(271 00) | 38 15 | 270 00 | 1 
ey 1012)-257 20. +.—0. “15, || S737 0 00 | 5 
ey OIT 57 33° 1.90 (04.57. 3751 907 DOs 
eg 101 | 37", 83° [180 02 4 57 = 3 1800 00 1192 
ey O13) 457 55. |-270.--25\ | $7871: 270" 00 4)-3 
Dy ALI 65 21) 44 8" | 65". St a5, 00 ENS 
Dy 1if |. 65 46 {135 001|. 65 51 |135 “00 1 
ns TUG ee 65 Ad 10023 BF NGS BL 1225 OO ers 
Dy Lit |. 65 48 9315 900: +}. 65 51 | 315 00 |.4 
m, O89 p31 144612 | 90) 00» |° 45 005202 
mM, 110 90 00 | 90 00 | 0 
ms 110 | 89 22 | 223 44 | 90 00 | 225 00 | 2 
m, 110| 89 53 | 315 26 | 90 00 | 315 00 | 3 


HHEMOGEORMRFARVOMS LL ERO CHS. H1HO No. 1— 
No, 5 の 5 つの 結晶 の 測 角 値 の 平均 値 で あり , nis HG CH L eM Be 
は す 。 | 

と の 測 角 表 を 見 る と e, n の 測 角 値 は 比較 的 よく 計算 値 と 一 致し て ゐる が , 
S 及び u の 一 部 に は , HRA PMI RL CHE, HAL TR 
つ な 測 角 値 を 示す も の が ある 。( 例 へ ば Sy Wy, Ug) と れ 等 は 出現 回 数 も 少 
な い の で , 唱 いて 面 指数 を 研究 する と こと を せ ず に , 測 角 値 を 括弧 で くる み 保 劉 
し た 。 Xt, と MOF? の 測定 値 が 計算 値 と 可 成 中 る の は , F147 HE 


\ 


本 252(32) 


7B Ht) Th Re es 
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の 著しい No. 5 OMMOW ME AAL CRY LEG BOR (Bite 
た あめ で ある 。 , 


依る 。 
& (8) 硫 克 鐵 足 ( 例 へ ば 大 分 懸 大 野 郡 尾平 礁 山 産 ) 殴 自 石 ( 例 へ ば 
FARMS APERACTAMRIL EE) を 簿 硝酸 で 分 解 し て 上 記 の 克 素 の 鏡 栓 分析 に 依 


b MES X HAH L 7c. 


計算 値 は S ORD WA VANE (IMMA 1.577 と し て ) 他 は Dana に 


BB (4) HON, ONDE, KROADE (何れ も 例 へ ば 上 記 産 地 の も る の) 又は 
ERLE (NEHER LAUD BIL AE) (CRE B RO BIT Ds 
WEL LC RAED RMA EBD Io, WD ATLOMRD BUT 
ABE & GH, WEGRES ¢ REO DIREC DC t Bins. 


BO (5) 


前 記 洞 PUR ORE (LAF O RAIC ASE, TF vy SATE EE 


ひ , —M Ici 0 Bein tik ti HSIEH. 何れ も 長 さ 0.5 FE 幅 は 
0.05 FEFEEE OIE ICBM LOCHSB, その 中 より 適 党 な も の 5 師 を 選 


び 測 角 す る の に 成功 し た 。 


Aan (LES HH LC, 可 成 散 骸 し た 光 像 を 示し て 


ゐる も の が 多い が , 桂 帯 基準 で 充分 注意 し て 測 角 し た 所 , 第 参 雪 の 様 に 主 と 
LCRA PELILADEL DRS RACH SC EBS O7e, HEADGE 


eet. 3 

No. 1 No. 2 No. 3 

* * * 

88°07’ | 30°00’ 88°11’ | 30°00’ 88°31’ | 30° 00’ 
\ 55° \ 58°24 \ 57°05 

87° | 85° | 35°30’ | s8°24’ 88° 30’ | 87°05’ 
} 61° \ 59°33 \ 60° 46 

83° | 146° 88°02" |147°57’ 88°00’ 147°51’ 
\ 60°3 \ 59° 49 } 62°01 

88°21’ |206° 38’ 88°28’ |207°46 3 88°32’ (209°52’ 
\ 62° } 62°00 ; \ 59°23" 

88° | 268°3 88° 10° l269° 46’ 88°47’ 289° 15’ 
\ 61° \ 60°34’ \ 60°53 

88° | 329°4 87° 33’ [330° 20’ 88°17’ [330° 08’ 
\ 60°3 \ 59° 40 \ 59°52’ 
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No. 4 No. 5 * Bh, 
Pree = p P ae ** 相 隣 る の 値 の 差 を 
* * * * = 
示す 
| 90°00’ | 30°00’ 90° 00’ | 30°00/ P ft 
| } 60° 02’ 60°54’| No.1, No. 2, No.3 の 
‘89 55’ | 90°02 \ 60°08" 90° 22’ | 90°54 sata Cit WIM Ete 


89° 52’ |150° 10’ 89° 50’ |150° 08’ か つた ので, それ 等 の 測 
FICHE p OF Bild 
59°52 定め て な い 。 叉 測 角 る さる 
59°06) 5 つの 結晶 に 於 て は 何れ 
60°25] も 第 一 太 方 鑑 叉 は 第 一 太 
方 桂 面 が 出現 し て ゐる も 
DLAC? OMBLEDE, NA Ge a: p は と 


Pitts WAX SRF CiL p=0° 08’ CHS, 


} 59° 46’ 60° 29’ 
} 59° 41’ 
} 60° 18’ 


} 60°05’ 


89° 57’ |209° 56’ 90° 01’ |210°37’ 


89°57" |269° 37’ 89° 40’ |270° 29” 


90° 05’ 1329°55’ 89°52’ 329°.35/7 


Nomen oe Neem ree Nem me Nec pe Nee oe Ne ae 


の p の 値 は 第 参 素 で 見 られ る 様 に 88° HE ICAM— LTH. MOE 


在 は 測 角 器 で は 明らか に 認め られ な か つた が , B PULSE CLS LM th Lc 
ゐる 少 き い 端 面 を 認め 得る 場合 が ある 。 即ち 端面 は 微細 な 幼 曲 し て ゐる 面 


で ある の で , 測 角 器 に は 光 像 を 示さ ぬ も の と 思 は れる 。 鏡 下 で 栓 する に 必 
折 牽 は 高い 。 ; 


2 DR ELHRO GT ML HF % OM-CO.S LIE SOR dots, 硬度 は 
モリ ブ Wi Ria ans CMILIN So MAIS EMAMRICNAT S . BiNB ERE 
YNGICHET , HioE ZO GPAMKO—, LO AewMAT SLB LBAL 
FAG AL, LOM ERR LC ibe iii Bai & LC, WEP MSR DGEBA HT 
を 試み る と , WARREN T Sz と が 出來 る 。 MW COMMIS 274 fb 
(mimetite) L#EELB2ZMWCH 2S | 
; 6g s 
SAAT IC BOD S PROCIL AS FBICHS T ILE KET HSOCEO, 簡単 な 
PER, URRORO—GUODMIC CREO HREM Lic. Tt 
SED SABA TIC CUE EAR EE EAS DO 7e~S, Staples が 既に 
FERS HRD L 7c PUREED VICKS RM) EER LAL, と の 方 法 は 鉛 


\ 


本 854(34) HB RK BS ss 


ya comes ; : * a i po he ee ee Ew 3 
\ Ay A SE Ere ORE BRAC ate Pas a es 
sg “ ; + any! ‘ ? : a 
: ; 2 | 
: by 


細 304 


LHREORIIRIEICEA SAG RIE CH SCL EBO7%e. WEL CIA 
IC Be ih PRL EEO RNS (SME, = Y 7 SNE OB LETIRO 
ME) CPA L7eo TORMENT IL, BT RO COW, WARE TT | 
PHD bTAIAPEHELASMCSS, (Ke PhKSMS MRD 


AB) 


A a HE OF 


Oo 


#K-Y LS ROBRAKERUBKRS O Mae SE as (FES) (2) 
Progressive metamorphism of siliceous limestone and 
dolomite by N. L. Bowen 


BAM: fy 内 Re PFE (T. Takéuti) 


HHER 2 ONMEMRIER (2) 
KO tA RES RS IL EER BOA KIC HIT SLOTCEORMAKOM<L CH 


る 。 ; 
CaCO, + SiO, CaSiO; + CO, (6) _ 

iG BE =) on 
CD MIL EEC EEL GARE OMEN OLES Ic I OREL LTBARY 
の と 全く 同様 で ある 。 印 ちと もい に 注意 する 必要 が ある こと と は 和 圭 質 苦 次 岩 の . 


s+ 一 園 


Cal Por Cal Per 


場合 , BRAD ERICES E CICK SZ WAKOBR EM ERB ORS 
に は 起 あ ちな いと と で , MATMIE TT RY TRAREBIE DY wy DW 4 RIC 


ee NA” St a 
Be tee Se ES 


綿 305 : = @ Rm 、 本 255 (35) 


SEL CO, EAB ICBM LOM TECHS. HE M4 — 


(CART UN ¢ CRE -EEAR AG = FOG IC TET SHE TOR SIE TS VIC 


CHR ORM ICHLET 3. 


更 e 匂 成 作用 が 進む 時 第 -- に 起 る の は モン テイ セラ イト (monticellite 


7 CaMgSiO。) の 生成 で ある 。 そ の 反 應 は 火 の 式 で 表 は され る 。 


CaMgSi,O,+Mg,SiO, +2CaCO,— 3CaMgSiO,+2CO, Es 
eA hae 方 解 石 モン テイ セラ イト 


MOMAHEKOIN. C, その 開 係 は 第 十 二 園 に 掲 ぐ る 如く CHS, 


第 + = f 


Cal 
) BHRA+BLAMAAMat+ ev ries : 
b) GH A+ 79 --HUS f+ AIH H+CO, 
) £247 44%7%4% + 4C0,4 BH A+ HLA 
d) #vyF74%7%4>+CO,4+ BH A+AHe | 
ee) モン で スイ 1 ト + CO. + 75 BE Bi + IPB 
COMBS =O RIC bY) REEF ZOTHOT, RERBORE 
(SG, FE ROG RD HR AA lk 6 PSE LBV HICH S, 
(es LAG - ald, こと ぃ に 考 究 し つ ぃ ある マグ ネシア に 富 ま ぬ 岩 右 
IC GS CILETE LB iO b OCH MICHA & BK CHAZ 
HAAG gL 7c DO Fic BIC REEDS LST SRS KOREA TA SF 
4 } (akermanite Ca,MgSi,O,) の 生成 で 次 式 の 如く で ある 。 


CaMgSi,O, + CaCO; = CagMgSi,O, + CO, (8) 
洗 輝 石 方 解 石 オケ ルル マナ イト 
. 相 の 組合 せ は 炊 の 如く で ある 。 


本 256(36)  *£ aR MRR Be ee 


a) BHA + Aha +atraysrir 
b) HA + Ai + CO, 
c) taynw~se4 bh +CO,+ BHA 


yt 
d) オケ ルル マチ イト +COQ+ AHA | ne 


ARMOR BwG 2 FRB OIE HEL SEC, 第 十 三 園 は そる 
P= fT C d 34 


Bi 
+ 
I 
Hi 


Cal Per Cal _. Per 


更に 高温 に 至る 時 起 る 反 應 は モン テイ セラ イト の 第 二 回 目 の 生 成 で あ 
So 交叉 開 係 に ある この 反 應 は 淡 の 如く で ある 。 


MgsSiO, + CaCO, = CaMgSiO, + MgO + CO, (9) 
BLA 方 解 石 モン テイ セラ イト ペリ クレ ー ス 


相 の 組合 せ は 炊 に 示す 様 で ある 。 
a) 菩 土 概 模 石 十 方 解 石 十 モン テイ セラ イト try 


b) kM A + iA + モン テイ セラ イト 十 CO。 (7a 
c) Tita + HRE + SV F7vV-2z+CO, . 
d) モン テイ セラ イト 十 マリ タレ ー ス +CO, + EERE i 
e) SE Teel ce Zed Wl SYD COs aii teas } fe 


ASBCHE ICTS CB HE & EL ETE LBS SKEICET 3, HU 
LZOMRERTLOTCHS, | 

CN ICBBLOS DS RING OAMOD 8 OID ICE LTE OM 
作用 を 完了 する の で あつ て , 例 へ ば 江 質 苦 克 岩 (MgO と CaO ERICH 
す ) の 場合 に は その 初 成 成分 の 球 酸 含有 量 に 従 ひ 異 つた 最終 礁 物 組合 せ を 
形成 する 。 その 交 態 は 第 十 四 園 右 を 見 れ ば 明らか で , 最初 に 含有 する SiO, — 


$e 307 a ee 録 本 257(37) 


° 


OF SBAICEEMEL AI7 UV -RLED, SiO, が 39.4m0l% DEF 
「 に 於 て は 方 解 石 , ペリ クタ クレー ス 及 び モンテ イセ ライ ト と な りり, 33-3~50% 


CRC EY 7474 MROBME ED RDA 50% 以上 の SI0。 を 合 
有する 場合 に は 透 輝 石 と 石英 の 組合 せ と な る 謀 で ある 。 


第 + 四 & 


と れ ょ り 更 に 高度 の 匂 成 作用 に ょ り 閣 化す る の は 石 次 に 宮 む 限ら れれ た 範 ) 


園 の つも の で , 現 段 階 に 於 て は 方 解 石 - オ ケル マチ ナ イィ b-EEKB=EHBAD % 

の か 或 は 方 解 右 - オ ケル マナ イ トー- モ ンジ テ ダ セラ イト 三角 形 内 た ある 成分 の 
も ゃ の で ある 。 それ に 開 し と (に 二 つ の 可能 な 用 炭酸 反 應 が ある 。 一 つ は 往 
TRG ERG AT F4 +b (spurrite) と CO, を 生ずる 反 應 で , 他 は オケ 
ル マ ナ イト と 方 解 石 が 反 應 し て メル ウキ ナチ ナイト (merwinite) と CO, を 生 
ずる こと こと で ある 。 FOMNALEICH SA LECH J arid KE Wc HERE HR 
な い が , 天然 に 産出 する 場合 の 共生 開 係 より り スプライト の 生成 が 早期 の 
BOLTS, CORMAREA AK OBIE OPEC ICH Se KN 
で 現 は され る 。 J 


3 CaCO, + 2CaSiO, & 2Ca,Si0,-CaCO, + CO, (10) 
方 解 石 EERKA AZ Att 


LEORMAG+AMOM< COZ. 
次 に メル ウツ キナ イト (merwinite Ca,MgSi,Os) OA MIEKA CHILES 
れる 。 


1) E.S.Larsen and W. Foshag: Am. Min., 6, 144, 1921. 
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第 十 五 男 


cal Per Cal Per 
Ca,MgSi,O, + CaCO, = Ca;MgSi,O, + CO, (11) 
オケ ルル マナ イト ARB i 
その 相 の 組合 せ は 次 の 如 く で ある 。 


a) Arnett h + Re + che et ote 

b) オォ ケル マテ イト 十 方 解 石 十 CO, 

c) メル タキ ナ イト 十 CO。 十 オケ ル マ チ イト Seo 
高温 

d) メル ウキ チイ ト + CO, + AHA: 


本 段階 に 於 ける 特徴 は オケ ル マ ナ イト と 方 解 石 の 共存 だ とれ 以上 の 械 成 遍 
に 於 て は 不可 能 と な る と と で , そ の 三角 形 賠 は 第 士 六 園 に 示し た 。 


KO BEECH CHRB LAP FIA ト は 反 應 する 結果 ラル ナチ ナイト を 生 ず 
る 。 COMRLARBOYAICHICHBRLe tOBMRis H+ti Cm 
L, 反 應 式 は 炊 の 如く で ある 。 


CaSO, 2 CaSiO, CaCO; = 3Ca,5i0, + COL (12) 
FER A RI A we ラル テリ イト 
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Cal Per cal Per 
BICHZAbN SRK BEM AICRG S794 トー- オ ケル マチ テイ ト 線 
WAUFA PAM VHF A PICLVMSENSZTECHDTC KRICKRTF 
ルナ イト と ヌル ウツ キチ イト の 共存 が 可能 で ある と と より 蝶 示 せら れ た 。 劉 
ち 炊 の 反 應 が 老 へ られ る 。 


2 CaySiO,-CaCO, +Ca.MgSi,O, 22 Ca,SiO,+ Ca,MgSi,O0,+CO, (13) 
Ate Ae オケ ル マ テ イト ジラ ジョ メル ウキ ナイ トー 


相 の 組合 せ は 漁 の 如く で ある 。 
a) え ぇ プラ イト 十 オ ケル マ ナチ ナイト 十 ラ ル チ テイ ト 十 メル ウキ テイ ト 


b) スプ ラテ イト 士 オ ケル マチ イト 填 . ラ ル テ チイ ト . 十 CO。 低温 
c) スプライト 土 オ ケル マテ イト 十 メル ウキ ナイ ト 十 CO。 

d) Faryab+t Anvyvrrat h+CO,+ > ラブ 0 ト haa 
e) 7F7rarFArh+renvserzeitr +CO,+ 4727774 b | poe 


4 ORBEA It +) Vl Ic AR L720 
第 + WN f 


Cal Per Caf Per 
AS BRE CTR CSE E Bk EE ICHE L7EOW THOT THUY LOBMEILA 
六 知 られ て 居 な い 。 方 解 石 は と の 最高 温度 に 於 て ネス プラ イト , メル ツキ ナ 
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+ Dio WYER RZ MEDD > = 75 ACERS (tricalcic silicate) RILBRA LOA 
Soh 成 は 考 へ る と と は 出来 る が , LORMOMBAREME ATRL. 

a 18 OPES | 
a PLES SPIN < ARC RC EBC ROR 6 BLS INO 
4 HP AGRUR Db RARE A OME REE 13 の 階 程 に 分 け て 考察 し た 。 そ 
の 何れ の 階 程 る CO。 を 放出 する 一 毅 系 の 反 應 (univariant reaction) で 
J.) BS, AAORMAMICHLZORMOR SEEARAEnZ Lo. 
換言 すれ ば PT AyRe BEC CLASHES, SUSUR C RERANCH 
た も の で 各 曲 線 の 相互 開 係 を 示し て 居る 。 Iii 3 ROMEO Fic Hc 

第 十 九 wi 


¥ 


2000 + 79 


の | 1600 

1400 

1290 

p 1000 
{atm) 

800 

600 


400 


200 


300 “400 500 8600 700 800 900 1000 "oo 1200 
t (degrees Cc) 
1~13 D Wheels AFA 1~13 BUS = 8 I fil A~BPAKRARL IE 
の P-T 曲線 で ある 。 曲線 & は a= 石 英 と S-ARO BB MR, WED は 幸 話 


Fi & (SEED AO SHES IH BRC IE OIE © BEG & TR 曲線 で は CaCO, 
の 解離 礎 曲 線 , 直線 LAE fig BE > Ae Be aS 9m BE 示す 。 


/ 
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階 程 を 以 て 匂 成 作用 が 進行 する 


曲線 1 より 左 方 
He 2 LUA 
曲線 3 より 左 方 
曲線 4 より 左 方 
曲線 5 より 左 方 
曲線 6 より 左 方 
曲線 7 LUA 
曲線 8 より 左 方 
曲線 9 LUAH 
Hel kLvA 
RIL より 左 方 
wee 12 LVAD 
theis より 堪 方 


= 
at 


By 
1 階 程 以下 
2 fete 
3 階 程 以下 
4 eee 
5 階 程 以下 
6 階 程 以下 
7 階 程 以 下 
8 階 程 以下 
9 階 程 以下 
5 10 階 程 以下 
fo 11 階 程 以下 
fs 12 階 程 以下 
第 13 階 程 以下 


HUBIRRBRSS 


2B 


Dy 


cis 


+ 
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% ULED LIUIC ROC Ahk WNT ME CMe RIEHL 13 の 
と と は 同 園 に 見 る 如く で ある 。 1 

線 て の 場合 , そ の 薬 本 的 な 事 費 は , 或 る 相 の 組合 せ は 或 る 段階 より 下 で は 
存在 する が 上 で は 存在 し 得 な いと 芸 ふと と で ある 。 COMED ZOTEME 
Spt PLO WE LBA 13 の 階 程 を 任意 の 礎 力 の 下 に 考 へ 得る の で あ 
DT(CNICBHLOMS SRA AKEICHLT), その 組合 せ を 第 一 表 に 
fait fe. BSE S PERRICHE L7CHFIC TOM MMSE ABRTNS LOTS 
つて , COMMS EDLG LOSS 7LAEOMREBICHLEDO 
た こと を 意味 し , COUR WORM FEL CHE Ro, 
の 惑 熊 は 第 十 泌 園 に 示さ れ て 居る 。 


LOVEE 」 


表 


PRARU BE 

28 BRUISE A 
AiRG, BAN BRU BS 
FIR BRU (G4 A 

TRA 

方 解 石 及び 石英 

Ty SRG, 7 SG i OS EG 
FIRB RUBE A 
Fhe ROSE A ihe 

Fi Sit RUSETR 

方 解 石 及び オケ ル マ テ イト 
ス フ ' ラ イト 及び 斑 放 石 
AVFFArPREATATFIAD 


BORAGE LCHABKE RIERA ARES, CHE DB 


PVE DSHY BE L-CILMIZS A LC OLB RIL ABE (CO, OHH ERE) 
他 よ り 物質 の 移入 る 考 へ な か つた が , ICME D BIKE (CaCOs) を 考 へ 
ZALIC HER RUBELOBAMSOP LL CHK, REZROB OM 
質 の 混入 が あつ て る 結果 は 同じ で ある 。 Bic LOO BRADY TA - 
で 泥 質物 (argillaceous materials) を 含有 し , 球 酸 や グ ョ スラ ライ ト , ベ スピ ビ 
THA, REBSOMABLAOMB SITY, RICHI eh DHA OD - 
KGF 2 BIE (SERIO Fic) (CBMEARVOTCHS, (ALWimAt 
46-7 (BULB A) (RBA BLE IC HS C GCE OTP AE WF ST LR 
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で ある 。 然し 年 ら と れ は 別個 の と と で 又 問 題 を 不 分 明 に する も の で は な 
€, COMES EDM Ae OFF EX DLC MRE Yew ZBL LT, 
Aw ofeferr vac 2c ke 意味 を 持た な な い の で ある 。 


人 筒 と こと ょ に 一 つの 限定 を 要する 問題 NDB. ZAIde oc aS Et FL 
TCHRA LIBS WARD ZTECHS, WAIPH—BAS 7 DS RIC FFE 


Lictie 7 ROSY 7474 TICES LAD, その 包 第 一 
EO A & vam & RMS S UMBE & FR IC L SiR BE Ic A 園 を 有する 。 BD 
bLP—-BRORIECLE hZOCHS, MROMRISMORMICRT 
sree ほる 。 BLES HPSD WS (c Maks PRO WEL DIR ADS AT 
ざる 限り , SOBICH SALAD MELE OSES LEAD ¢ , BEE ALS 
Be ee 
以上 の 理論 は 或 る 春物 組合 せ の 存在 する と と より 頃 成 過程 は 或 る 温度 ま 
で 達する に 至ら な か つた こと 之 を 知る の で あつ て , 生 消 極 了 的 で ある 。 そ と で 
と れ と 同様 に し て 或 る 相 或 は 相 群 の 存 存 を 以 て 或 る 温 庶 に 達し た と と の 標 
HELL, MEEEBE PEIN © Betis HB~SZT EMA A FECS 45 MLERSDMGA 
2983, bie dt L7e EEE RAD 13 BE KEE ICH TKO Io OM MASI 
RICA KE 6B Ne. 
I ¥% ff BJ @G (tremolite) 6 モン テイ セラ イト (monticellite) 
2 + -L BEG (forsterite) 7 オケ ル マ ナ イト (akermanite) 
3 % HR 石 (diopside) 8 Kh. FA GRASpurrite) 


4 ペリ クレ ー ス (periclase) 9 ヌメ ヌル ウキ ナイ FP (Merwinite) 
5 #£ 族 * (wollastouite) ro ラル ナイ ト (larnite) 


と れ は 沿 鹿 の 上 昇 に 従 ひ 生 成 さ れ た 順位 を 示す も の で ある 2 TSA PEMA 
次 に 高湯 の 性 質 を 示す も の で は な く , MNS BRICKS BOI CDS 5 SUSE 
AE ODEO ASB S Un BE IC BE Le ct & HAAR LS Clk, TO(E BB 
Sy EME UC BEERS HIT 3 BE OR HE DEEL L, 天然 に 於 ける 産出 区 
HED LRM LBAS EEE, 要する に 問題 の 複雑 性 の 結 
果 , 紫 等 の ro 種 の 匂 成 確 物 の 生成 過程 を 特徴 づけ る と と は 不可 能 で あつ 
て , HITCHES Ze 13 の 碗 物 組合 せ た よ ょ る こと が 最 る 合理 的 で ある 。( 完 ) 


$4 313 pb 


2 oR 
BMPR tis 
6921, MPRMMIChT SIFU LO 
分 配 (Il) 木村 分 二郎 , BRE 


ii 4 BREE ITB DTILGE Dy 7, 紅 


FEA, SHE, WE, CYEV IY AOR 


FECHA 7FFVARSRENER VY, HEY 
MH 5~10¢g ERY , WER ALHIC CH 
分 細 粉 と せる 後 , WF Obe 理 た 従 ひ て 次 
REV, RIV TBE, HHARCS 
YEV UY RIES bY aE IC 
(0 RENE L, RT 500 cc ORBLE WBF, 
BEAR PVV wim CHa 
た る 溶液 を , APREMC CHEB eR 
FEBS BEI LL, PR(E7KHME BIL ROK 
500 cc LF So MREWTUETBE £ te 
3, SHEL RRD bY vy A BRIRIK (RY 
深 液 と な し 得 ざ る 部 分 (HEL CHIT 
AT), Ze ASH IC COD & eh 
L CEH te SHRM EES 6 

MU CER ORMEX =) BCH 
BHALW—7 AKBR? FY» LEG 
KEELES? F YORAM & ME 7 
ドン 計 を 用 ゐ て 測定 し , 7F V4 含量 を 
求め あたり 。 こ と の 結果 得 ち られ た る ラガ ヂ デウス ム ぇ ム 


含量 (10-12g Ra/g) は 区 の 如 し 。 
\ 


2YEVuUYA 9.14 
By v7 Be 3.53 
# Ea 2.545 
$i EN 2.42 


x # OB 0.998 
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2 


叉 阪 光 え ぇ ペク トル に 依り 試料 中 た に 検出 
し た る 元素 は 次 の 如 し 。 

モモ ン モ リロ ン 石 Si, Al, Fe, Mn, €n, 
Ba; Me, K, Na, Te COTA Ni-P by; 
Be, Ga, V, (Mo), 

SIVyv yr By Si, Al, Fe, Mn, Ca, 
Ba, Mg, K, Na, Ti, Li, Ga, .(V, Pd, 
Pt FescAu Sr, Cu,) 

#t#EG@ Si, Al, Fe, Mn, Ba, Mg, Na, 
Fi Ga, Ge, Be; CU BC TI 
Pt) 

%-e Si, Al, Fe, Mn, Mg, Na, Ti, 
GeV, Be, CCB) 

$2 Si, Al, Fe, Mn, Ba, Mg, Na, 
Ti, Ga, Be, Cu, (Ge, V) 3 

VEO SER X Y Be WEE + ARO 
FFU RSE, EYEVYReERKE 
し て , モン モリ ン AR) vy TBS 
> 紅 杜 石 の 順序 と な り , Sia RD 
を 含有 する を 以 て 参考 値 に 留 む 。 

MHMEL FFU ASRL ONE A 
kK, %> mHORAMRHADRLAE 
小さ く , 最 も 晩期 の モン モリ ン 右 が 最も る 」 
BEA V, RMIEANZ PICKS 
ATMO MEY, Ga tHe UCAE 
B,SHESO Al CBO S BWIA 
れ , Ge ita, HRI, EMS 
SKwL Be amh—Rica Ait, Ga は 
BRK, GwevevvA,gyy 7s 
FEC RK Be は 鐵 リ シア ァ Ric yh d sR 
any, Zkry Ga RUGe GRO 
較 的 早 き 斑 物 に 濃縮 され , FFI LB 
の 傾向 を 示せ り 。 (A bse 64, 107~111, 
Aa 18) CARR) 
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岩石 確 物 確 床 府 會 誌 
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6922, ARERRMOWA AHA 6927 
参照 。 

6923, 朝 魚 産 岩石 及び 硫 物 の ラ ヂ ウ ム 含 
量 (1) 威 鏡 北道 鶴 城 郡 鶴 南 面 達 利 洞 産 
HMARMOFFULEZS Wikas 

RYE EE LURID 7 FY DAE 
測定 し , BRAKING S FFU A OBA 
を 知り , Bic HY MEO WER EAN PEM & 32 
tr SAN EV CHD ke SMO B— Rte 
Yo TERI HEL & 5 BRIS REE BD 
は 何れ も ペグ ゲッタ イト HK LT, tO 
ATRYN, 比重 及び ラ ヂ ウ ム ぇ | 含量 (10-12g 
Ra/g) は な 談 の 如 し 。 


(mine) (seaman) (eam) (272 


CORRE VW Sai. , HMO 


ラ ヂ ッ ウム 含有 量 な , ジル ュ シ (B)> ジ ル 


ay(A)>Ynavy (C)>HA(A) SR 
Se A> HEB (B)> in B42 7G (B) > ie Bee 
A> im BR (A) > 石英 (A) = 石英 (B) 
に し て , AAFVLA SBLEWO BLO 


Bi RIL, ARICA FFU ARES, 


) 


awa eS 3.92 26.38 
ジル コン (A) 加里 長 右 4.58 73.70 
RE i 4.61 94.48 

eG) Es 4.60 72.39 
i (A) (BEB E9.50 28.15 

Be LakB Dee Se 3.52 16.47 
SR fear 3.46 -. 0.16 
右 (A) MERA 2.64 0.08 
A  #(B) Yray(C)264 008 
加里 長石 (A) #A(A) . 2.57 0.15- 

my BY 2.57 0.17 


BIKA FURL FFU REE 
LILHL ORL, 比重 犬 な る ジル コン ,), 
HH, ERIC 7 FU ADBMIN, TO 
結果 は Piggot, Water 等 の 夫 と 一 致す 。 
PREMIER G © > (k BE DERIK LT, と の 
ラ デ ウ > ぇ 含量 は 加里 長石 に 殆 ん ど 等 し 
くく, 特に た ラ ヂ ウ ム が 濃縮 され た も ゃ の と 認 
Die Lo 

YrAy RARUBEKCMTIC,7FY 
b OEE MEMO OL SEMT SICKO 
Alo 

ジル コン WEES IRP AT 148 x 10?, i 
RZ EARS 104 x 10?, We LET AL 81 
x10 HAL AY 62 x 102, iin BRE 
BAW 41107, HBR AM 32x 102, 
Ural 433, Nord-Carolina 329, Brevig 
70, 成 北 達 利 洞 94.48, 73.70 及び 72.39, 
Kimberley 37.4 

長石 Stone Mountain 1.657 及び 
1.129, Leinster 0.52, MILEAIA 0.17 
及び 0.15, KR o KH 0.11 及び 0.09, 
Ta Ey BRE RAR 0.05 

石英 HIRO fE 0.15, 成 北 達 利 渦 
0.08, tHE JAF teA 0.05, Stone Moun- 
tain 0.019. 

Mampi Cs 

2p Aba Py Hh ae eV oe 

RT hee 
の な り 。 RAKIM OTE ih Ox BOR 
Pic 比 す れ ば 小 な る も , WT 384 b 
に て は 山 の 尾 及び 手代木 産ま り 大 な り 。 
ZK RL CAR CIP BE © JE fig ep 
の 石英 より 大 た し て , 山 の 尾 産 白 色 石 英 
と 手代木 産 石英 と の 中 間 に 位 す 。 (日 化 


Nj 
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Be (I) 


De ca 抄 58 (45) Ny 

誌 64, 1~6, 昭 18) [大 森 】 NNR 
(6024, PREBE REMOTES | 3) Mae Swe 
TRESRAM SMe Shee ORR (C) EWES, 
WEREMOFFILES HRER 4) #RER(C) MEZA | 
EY eT Se EL > TES 7 自 色 8 
TRA KEL K SURED, AK, NZ 5) JHEokSARE (D) ae RtHkS & RS au 
FE, HK SAGR, BESTE, BOR UE , INE L LCBUEF oo 
HES OO LERUE IFO RAR 


泥 石 の 15 個 に 就 て FF VAS BENE 


せり 。 
STR DENK & KSAT L © HI PRICZE 
き CHAT OK, 


a) AB Leeoksome tc Kv RSBa(~ 
TYRA YO ARIK BLS 3 Be) 
1) 石英 (A) Hk Soe (A) ete 
2) » (B) Hirk $a Beis SEI tL 
3) » (C) 品 洞 に た 産 す る 朗 結 唱 
4) HK SSGR(A) BeHEPoTs = AGE 
5) on (B) ae BS 
b) AX, BE, RAKEHAKB BE Y 
成る 部 分 (マグ マタ イト ) 
1) 石英 (D) ASR, BREA (A) 
BOK SOR © KELE To 
2) FB REO EE LTA 
SEL PRY CHICAS 6 
3) MBER A(A) AR(D) eT, 


4) ” (B) HE7k Same (C) & x 
園 む 。 

5) 海水 鉛 斑 (C) 微 鈴 長石 (B) 中 に 
tS 


c) Be LDR KOU BRURUE AO B & HB 
分 (BLD Bek RA -b) 
1) Saek 細 粒 其 , Zee VE AIK 
Bi fo 
2) RO Bie AR REA 


(107g Ra/g) iZKoOML, 


Kk 
A \SE(A) -2.64 0.10 
a (BY 68 ile bes 
: (C) 2.64 0.09 © 
MD) eo 264 0.18 
EKSTRA) 4.83 0.94 
» (BY 483., 0.87 1: 
AC) od BA 1.04 
ry, (DSN SS 1.26 
H 2 & 2.98 2.97 
RRB (A) 2.53 0.72 
hight BIO" OD 0.67 
I CO RNR 2.31 
ae 3 DE 4.08 0.82 
ae GR TE 5.04 1.34 
Mk 1 Te 2.81 5.78 


CORK Y WH MSs Bile 
RY, ラ デ ヂ ウ スム 含量 の 多き も の よう り 小 き 
LOOMCALMI Sri, ASV A> A 
22: > BE > KEK Sook > BESTE > 長 
B> 石英 な りす 。 

A GRIO FT FY » EDEMA 1h 
BRIO MBI KRY CUA KILLS oP を 
考察 する に 次 の 如 し 。 ARMRPORR 
(A), (B), (C) と ペグ ゃ ャ タイ ト 中 の 石英 


(Coa) 


抄 54 (46) \ 


2A RB ee 


(D) LAF FVABRKRA LEGS 
b BROBR? LAE V, HBR A(C) 
が (A) 及び (B) の 約 4 倍 の 含量 を 示す は , 
PRAM AEA RES AT ST Lic 
ZLQ BOTY, HK ls AGERE 
GhEIE BICBEIRS? 6 LDOGRNAS YB 
A bit k vMBAT Vo. (A bk 64, 209~ 
213, WA 18) (AAI 


BABRKUS 


6925, 本 邦 岩 石 の ラ ヂ ウ ム 含 量 (IV) 伊 
BABBBOFFYUSLES 木村 健二 郎 , 
wo. fe 

REA D BG & Fic SE 5 ABD 
6 IAB (1) MR Payer 
FED RHO AE LR, (2) 大 島 
ARREE (IL) mM EICHAS 3 ERIC 
CHEER ICE RRB, (3) SHURE 
ESS ME ABE BK, (4) =e 
山 (1) (Zea) (5) Skee (1D) 
(HI, RIE) D7 Faw Ai (10-g 
Ra/g) を 測定 する に た に, 夫々 (1) 0.18, (2) 
0.10, (3) 0.09, (4) 0.10 及び (5) 0.13 
を 得 た り 。 即ち テラ ヂ ウム の 含量 な 岩石 
1g CRSA 0.12x10-12g な すり 。 こと 
OER & RBS EKBRRO 0.13 x 


10-12g Ra/g LMT SCAMIEWT” 


る る も , 外 國 産 玄武 岩 の 含量 (MULE) へ 
Y4 0.96, スマ トラ 0.50 等 と 比較 する 
に , BRD C/V, KHROB* HA 
少 き る の た 比 し 一 般 に た ラ デ ウ ム ぇ 含量 の 
大 な る 傾向 が 認め られ た る も , ラ ヂ デ ウ ウム 
合 量 と 理 酸 含量 及び 噴出 順序 の 間 に は 一 
定 の 相互 闘 係 を 認め ず 。 (日 化 誌 , 64, 


125128, 可 18) CAME) 
6926, RHEL RMOFFULES (1) 
PRG B : 
彰 鮮 に 於 ける ラ デ ウ ウム の 分 布 を 知る 目 
的 を 以 て , PEND RU BER O PLS BREE 
RBROUERBICMA FFU AGERE 
定 す きり 。 AH OEWAROML, BRE 
平 南 成川 郡 成 川面 訪 田 里 (R1), 28 Fg 
川 郡 眉山 面 殿山 里 (R2), ARP yr BAB 
WET PR (RS), MANERA 
(R4), HOHE EAE RIAA Be TRE TL 
(R5), Ke yA a4 (RS), 
a PS AU GAB ST (R77), WEES HBL ARES 
S-A mAs (R8), 同上 (@BERA) 
(R9), 以上 の 中 R4, R6, R7,RER 
U RO a feth aeRO BARA, KXRI 
及び RS aA RTP © id BSBEIC , 
R2 及び R3 は 朝鮮 系 の 大 石 友 岩 統 (中 
BBAETR FI i$ —— BA Pg #2) Ic BT. 
USSBHPAD FFU aR 含量 (10-12g 
Ra/g) は 次 の 如 し 。 RI1 0.04, R2 0.13, 
R3,0:18, R4 0.04, R5 0.05, R6 
0.08, R7 0.06, R8 0.09, R9 0.71, c 
の 結果 より 明か な る だ が だ 如く, 最大 の 含量 
ASABE R9 た し て , BEER 
#2 RI なり 。 と の RO BHEARSKE 
AR HKE ES VERA RS 540 
の 如 し 。 BRERA ARO F Fy 2 
含量 を 示す も, 朝鮮 系 は 之 等 に 比 し 移 大 
wYV, REBAKBO R1,R2RURS 
を 比較 する に , 時 代 の 若き る の 程 炭 質物 
Bi, FFU SRKL IV eV, fet 
Se D Ha & PEO BIB ROTI by 
HRT OK, FFU LR HRY, 


gh 317 


抄 


ae Pb 55 (47) | 


(A (eae 64, 219~321, 昭 18) CARE 


| 6927, AMERBDORR 


@BBRS 


瀧本 清 

AHO GRR EEK EU SRT HIER 
の 6 型 と な る 。 1. 田上 型 WAR Eb 
WT PBR % ABE Ete SAE fied BA 
APRA > AGM 2. BHM SUPRA 
QPEL, 7hiQ HONT~R4 > ABM 
3. Heh je aS ARETK DRL, FE fh 
HORS LORIK, 4. SA Be EER, 
WOR, TKR E O A RAGE 5. BF 
7S (UO PAS A RL, BRR BIC Ay 


PERT SLO 6. 生野 型 WR 


ASG, POA ARER ICS Sd 


RBA CRRA eT LO, と の 


中 す 及 び 2 は ペグ マタ イト 硫 床 た , 3, 4 
及び 6 ESRC TS BROKGRR IK XC 5 SBE 
ZETEC HATA FS BOT Vo 
AICI SGC NG, BO 
LESYMMIO HSV, BALA 
Hic STIR KY) Caw, bias 
FY ROUGE DO = FH ic aA SS 5 

伯 石 結晶 より 分 光 分 析 に 依り て, Mg, 
SE Sn Fe, Ni, Co, Mn, W, 
Mo, Cu, Zn, Pb RU Ag の 15 元素 が 


- BE DEVS 


Si Paka LAI -C Vk BY OS ie es I I 
LC, RBMECAS, SBMA 
PEIBWIE Vo MO MECETRW & OBA GRE 
SK, BALERAAMRE DTD D ie Shing 
(EG, KELA, MOkS, BA, 電気 石 , 
BG, BESSY  RRGMBLCKATS 3 


OKKMRD 0, SABI L kat FT © 


> DIMMER UMD り 。 

$0) BaP © BBILIE & DEIR 2 © BYR E 
見 る に , (1) HAO RRR ICH A OT 
を 認め ず , (2) BHO BIRCH MB 
IMME ERS, (3) WK OA RIBBED 
相 建 に 依り て 元素 に 差異 あ り , (4) HI 
KOKA LM—-OTREERND LF SR 
VODs Sh BURR CREED 3 PBR EBS 
SIC, RSPCA (KTS S, 
必ず し る ゃ る 然 ちら ざる も の も ある 事 等 を 認め 
%Y > (HH HAARERE 50, 82~97, 昭 18) 
[大 森 ] 


AnRK B 


6928, 細 和 銘 の 石油 資源 FASS 

縮 旬 の 右 油 は 比較 MIBK Lt, HL 
し て ペラ タフ イン 基 に 属す 。- 一 般 に 固形 ペ 
ラフ ラフ イン の 含有 量 多 く 硫 黄 を 含む 事 極め : 
PS 

1. HMHAL Rs RR SRUOM. 
FEAL A aA EY PRE RIC FES SE hth 
a, Witte, ARAL VRS 

2. PG BB HH LL Mk Sh wk. 
SA PE HL LEAK, RAER, FE 
系 より 成る 。 

3. P=MFLY RS PRAIA. 
ime 200 FER 900 HICKS, 

4, Fray Me. 
= Ala 1. 始 新 統 , S300 ~10000 米 鞭 
2,08, HE 2. <¥2-, Dem 
頁岩 より 成る 。3. 17 TF HE, PERMIT 
淡水 成 。 

Mi Plt a テ エナン ジ ヤ ン , 
Cc ェ チ ンジ ヤツ ウツ ト ds 


A 


baw 


y7-, ジアン 


fb 56(48) 


PERO RB we E 


ae 318 


Ge LRFY Potty, £ Resse, 
&. アラ カン の 各地 より 成る 。 

a ベ ギ ュー 続 た 悦 し 油 量 豊富 。 

b. SF 2 - PEL VU RUA ROA 

造 を 有 し 最も 期待 さる 。 , 

c. エナ ンジ ヤツ ッ ト 地 域 は 結果 不良 な 
る も ラニ = ニク 地域 た に 見 る こき も ゃ の あり リ 。 

d. ペ ギ ェ = ュー 統 た に 層 し 深海 成 の 頁岩 よ 
VR bee Bie ls HA ¢ HEA BIC 
し て 減少 する の みな ) 。 

e. 近年 減産 の 傾向 を 示せ うり 。 

f; 現在 産油 僅少 な る も ゃ 天然 ゲス 豊富 
KL CHER EF 5 

g. 未だ 殆 ん ど 成 功 を 見 ず 。 (石油 技 


6929, 北西 スマ トラ , ラン カツ ト 油 田 の 
He () SLAF 

先 第 三 系 , 古 第 三 系 , 新 第 三 系 た に 分 けら 
れ , 先 第 三 系 は 主として 硬 砂 岩 , OFM 
板 岩 , 角 磁 央 等 より 成り , 化 石 と し て 海 豆 
 , UW & HET 6 

喜 筑 三 系 

1. PROBE, 白色 乃至 汚 放 色 , 尊 
#1, ABH Ee SUM Bo 

2. BRICK , ECB Mk, BRI 
{RY READE Rw ELAS SPRAB 
次 央 より 成り , SRB St, Be 
240~270 米 。 

3. RADA, mkt 7BBKAE 
2L, 明 風 な る 層 理 を 示す 。 BRATS 


‘UMAMLERD, MOMLAT, Re 


600 2K, 
4. Sew ,Bs 500 米内 外 で 
Fe C7 


WHR, EPHROBRSMALEEE 
EP AIIK AES P WS HI Vg 


1. SORE, REOMELAK LH | 


Bit WIC RABE, (LAL L OT PB 
Globigerina を , 上 部 に Rotalia, Robu- 
lina を 産 す 。 厚 さ 1.200~1.900 米 。 

2. クッ ウタ ペッ 大, OA, ARADA, 
FEE RU EE UY, BS RS 


EBS, WAEELLCAR, Mkts 


INA, RARUBRLY RS, RICK 
Y FLU eB ic EL, Rotalia |x (#ic 
ら る きのみ 。 厚 さき さ 1.1001.800 米 。 

3. スッ ウル ラ 層 , クタ ウタ ペ シン 層 を 整合 
ICO, 岩石 は 貫 粘 士 が 主 に た し て 砂 農 の 「 
WML HIST, AFL (LA? hRIbe 
SHE, LRU BRP Ge PS. UES 
1.300 ~1.700 %, 

4, F20720/8, OBRUHLE 
ら 成 り 軟 く , 厚 ミー 定 な ら ず 。 

SOR, 新 第 三 系 は ラタン カット 西 部 に 
BSC BH es RU ZU a EL DE EH 
に 依り 項 れ , 第 三 紀 の 終り 第 四 紀 の 始め 
の 活動 に 依る も ゃ も の と 考 へ らち ら る 3。 

Hb EL Be 2 Ik RIC TS = AIS CB EIS 
LC, WH Pangkalan Soesoe, Poelau 
Sembilan, Ajer Tawar, S. Doewa, 
Darat, Taamiang, Sikoendoer, B. Sar- 
angan KU S. Lepang 23> V Wha ws 
Rh, ZV RX yi, 292 7 層 に 見 ら 
る 。 BRAGRIE RAE PICAE SS. 
> , URN eA biel (石油 技 稚 
Wee, 10, 73~91, WR 17) (AIF) 


fe oe i Ht 8 


eee a eed eb 


aS ing 


be 57 (49) 0 


6930, マン トナ イト と を その 定義 内 用 宗 

Fi BLERIC HIS S HRA AY SCM, Sy 
FA PICT SIRE SY PAPE 
BIS SAFBOBCER IH, Ee SLOOME 
KL , Kerr $i Lio i & US Hauser 
OLAV ZERL RAB L CS y ba 
bh EL LT montmorillonite, beide- 
lite, saponite, nontronite Pfs % G2 
DEV o 

更に Ross and Shannon,AA}— jx, 
“Davis and Vacher 侍 譜 氏 の ベン トチ テイ 
ト に 販 す 定義 及び 分 類 を 検討 し , ベン ト 
F4PLARH AKUMA BRU 
IC FES (ELBE ERA et SH nha 
KL, Sy bh rt RHO 1 MR 
2B E*& 75 乃至 80% 以上 含む も の と 
ERE VS 

Bicny hr4 OMB L HS 
的 定義 の 闘 係 に 言及 し , 所 調 FEB ~ 
シン トチ イト の 商業 的 不 肌 を 指摘 し て , さ 
ント チ テイト の 守 用 的 同定 凌 の 必要 を 論じ 
た り 。 ( 工 化 , 46, 187~190, 昭 18) 
CARTES J 
6631, FILS TFHAROMCAT 6A 
Re Binh l7 SwNeaAS 

RAD AEB ET BIE EE, HK 
SE RUENe Ly VF RILAEA WR 
TEM AOS 7 Bric CHAPFE OTH 8 
F PH RU AMLIC HES RBS TT, 木村 
健三 郎 及び 澤井 郁太郎 の 三 氏 の 行 へ る 舞 
2 OBIBOD Hee Z ABT Vo 
Rea WHE Ret oR 


i, HF 及び H,SO, Off, EREB 


PER, Te 8 NP © EERE, 
WIC LSA, ARERR RE 
Spey Ty Ph, ARS HT, AF Rv oy 
MWR y PAF yah, ev y ren. 
TRECLSTAANASBSH, HEM 
BH ARR ERB AIVYaICLSoR 
融 試 験 等 を 行 へ る 結果 , MARUI 
に 於 ける 弐 素 及び タン グ ス え テ ン の 分 析 及 
USB © KA BRIE OIC JB (ek SE BB, テル 
DY 例 層 特に 講 化 物 中 の ナトリウム の 定 " 
量 等 の 紀 験 に は 白金 製品 の 代用 と し て アテ 


we TRG I LSD, RU Bt 


の アル ミニ = ニウム 分 析 試 験 及び 重 硫酸 カリ 
AE ALY SL & OF MBCA 
用 困難 な り 。 : ; 

ANE AHS 圭 場 を 層 量 と する 試験 , 
MAKRIRT PVD ICL SMR, B 
化 鐵 及 び 酸 化 ア ルミ = ウム を 酸性 硫酸 ヵ 
YU AIK CRM Le SBSOUBO RE 
RB, ERERAL TF Sk OMBRRR 
Meee _kSRBOMORE RE, rr 
ミチ 域 場 の 分 析 , ARR ihIc LS RI 
右 の 分 株 及 び 使用 後 の 試 品 の 分 析 等 の 諸 
辻 験 を 行 へ る 結果 上 質 ア ミチ 製品 な 若 ) 
FORE ES LASRIA EL CHR 
の 分 析 に 使用 し 得る 。 特 に MnO, FeO, 
TiO,, Na,O, K,O 等 の 如き 成分 の み の 
定量 を 目的 と する 場合 に は 百 金 代用 と し 
て 充分 使用 可能 な り 。 

#HARARH アル ミチ テ 圭 場 中 に 敵 酸 
YK+RBAY, WEY -F Ra, 
TELE + TP SE ee Ate CRIS REZ 
FFORSLEOVMOMBUNE, =O 
F YAR & JEIC FER L & SRO HD 


\ 


#5 58(50) 


ee ee 


#8320 


減量 測定 , アル ミチ MAO MBI LVI 
ALRS Fe tet S O eRe TO 
OER, TRY) OP BICARCKRIAL 
得る こと を 明 た に せり 。 (Hb, 46, 202~ 
209, 昭 18) (Ae 

6982, IEXPOSLKMT SAA (第 1 
へ 8 報 ) 秋山 桂 一 , CRRE, AF ER 

$85 1 RICH THA O PIIC AD 3 He 
的 考察 を な し , 張家口 附近 産 の 黄土 4 種 
BROURMLE 1 FO (LEAH (SiO。58.55 
~62.2, Al,O, 11.03 ~ 14.24, Fe,0, 
2.27 ~5.00, CaO 8.00-»3.19, MgO 
1.44~2,.23, Na,O 2.60~4.77, K,O 
1.75~2.70, WHI 3.94~9.46) 及び 
RMR ETN VS MN "30m 以 
下 の 役 粒子 を 50% WheAL, HIkE 
の も の に は 98% CHF, Hs O~10n の 
PMF 2 30% 以上 含有 さる ょ と と は 驚 
MIC (EF > 

5 2 RIC IST LARC RP RUIBS WH 
を 水 練り L, IRR IE 1000°C KTH 
RLESLOKOARS RAVI IC k 
VIZIO MEE, TORR 
700°C 附近 及び 1059°—~1090°C 附近 と 
に 於 て 大 な る 膨 服 を 認 む 。 前 者 は 石英 の 
PIECES SL OR SLB ARE 
原因 ARG bH, KR 1100°C Bop 
CRO SRELOKAWIG +0.15\ — 
0.45% KUCRY ThRSEBt, (XL 
46, 45, 1317~1720, # 17) (Arte 
6933, AAR BORRHICHT SAX 
(第 2& 報 ) ABM fy 

SiZ HH LICKS SFh2% Feb ARE 
SHO MRIBRE IC BAST SLEWT, 


Bui ABe L CHIR eS RHE 
同一 組成 の も の を 使用 し , その 形態 及び 
KP EN RRSRNBEO FS EBBILE L Dita 
MARORBETAD. 4 ORBICET 
Soive RRC L CMMORS HME 
SIC fi te SIGH O Hib Lic Ci MHA 
FABex 1 時 間 200°C m PBE IK c 1250°C, 
1300°C 叉 は 1350°C に 加熱 し た る も の 
を 種々 の 温 諾 た 一 定時 間 保つ て 徐 冷 し た 
SERS L CHORE Ele V, 
K,O 0.30, ZnO 0.70, SiO, 1.00 な 
SMRoOH Be E を 1300°C JemmBkv, 
900°C, 1000°, 1075°, 1100°, 1125°, 
1150° ct 154, 30, 45, 60, 75, 90, 
120 分 保ち 各々 の 場合 た 生長 せる 結 品 の 
Ie Hl CE 3 HER, HRY IBBE 1120°C 
徐 冷 時 間 2 時間 な る と き RAE EMEA 
(hIC EF . D-Fh 3% (K,O 0.35, ZnO 0.65, 
SiO, 1.00) <TH 1300°C 加熱 の と 
き (L@Z SIE MS IE 1060°C, 2 時間 に で 
A SEREIRKICSEL, 1200°C jn@hoO2 % 
は 1045°C, 2 時 間 な り 。 HL CHRO 
な る 間 は 徐 冷 時 間 の 増加 と 直線 的 闘 係 に 
て 生長 すれ どる , 結 品 REE Kr OG ls 
時 間 の 増加 に 件 ひ て は 結晶 生長 せ ず 。 


RX D-Fhae RU E-f BicD& 1250°C 


1300° 1350° DAA BEICBE RES SLO *® 
fai & © ABE RTM IC CARD L RRB DS 


Ase BE IC EF GEE ARE Ot5R, fT 


OME > iT ES RIED EAL 
共に 増加 する を 明 に せり 。 BicHwero 
PB 1b Wa oh Be SREY LDC REAR TEE Ie 
つき 試験 せる 結果 , A — RRB Tie 
ZnO の 壇 加 に 従 ひ 最大 結晶 の 生長 する 


。 細 321 a 抄 


€ fe 69(51). 


" 徐 冷 温 席 は 少 次 高温 へ 移行 する 傾向 ある 
を 明 に せり 。 (Rises, 51, 87~91, 昭 
18) CARI a 
6934, アル ミナ 結晶 械 態 並 に アル ミナ 磁 
器 に 開 す る 研究 (第 ユー2 報 ) 移出 桂 一 , 
KATE, 山田 万 

ペイ ャ ヤー 法 で 得 た る Al(OH), (SiO, 
0.04, Al,O, 64.63, Fe,0。 0.009, Na,O 
0.62, yy#eit 34.87) SBR RId Al 
Cl, Ritzk % Win LPM MARI & L 
1450°C, 1 時 間 に 焼 成 し を た る に 1000°C 
Db Cah tH eo GBA, 
AlCl, MMe Lb OMB DRE BBE 
EERE U SD, Wee BRET, 
BCT 2. =VLOPBPB, BB, eb 
WD, BEE RII Le OBA OR IC 
BRET BAe ABE V. EY SAt7kK BLT 
ルミ ニウム 5% LRMPSBALAER 
PEIC & DTH BED BMA RE & S~ BERS Ma 
BMSE7E L&D WCHEAE 27% に 達し 焼成 
MRA SM L, MA 10% LMM S 
WS d BARREL L 6 RIGA THE TE Yo 
硫酸 アル ミニ = ウム 5% WIT ris BK 
PEL ITRIRMEDS Y , WeRAAS 20% ICL CR 
好 な ら ず 。 BRT rt = 7a 5% EU 
加 す れ ば 焼成 後 答 烈 着 し か ら ざ れ ど る も 吸 
- FAVETER Lo PRET rs =a 5%, 10 
% (ii OBS > GWE L >, wD 
は 他 の 忠 類 に 比 し て 若 斑 良好 な り 。( 窯 
協 , 1314~1317, 昭 17) CARI 


石 ik 


6935, ArIKiEA PCR SRRAKO 
MH cR'T Ergolskaga Z. V. 


ASA RIAL AIC PMS Be ep ち Be es 
層 生 成 時 代 , WIC RR ICO 3 BR 


PAA Lt, MHRA 


ERE L, RB ARLE ORES Be 


右 す る も の な り 。 
LO BRERO AIBA IC AF S PE 


_ の 差異 な 題 微 鏡 的 研究 に 依り 明か な り 。 
Donetz 及び Kuznetsk icf 3 AR 、 


の 研究 に 依 れ ば, ARLEN Oe Be 
HORRME © Bahk MK SK Mice ABS, 其 
DRT HRA, HEE OC AAS 
BELT, 


BR AGCED SHEL & tO Fk 
CE CHE LTO UV, RICHEY AL, RB 


CA + AAKEL eS, RAKROBW 
BIRT) PRR mE ICHS Cla Fe. 
BAK BERL Le 22% UP Oise 
Bs 6 BRI Cis BMAMETS V 無煙 
BEICHS Tle fii HEF CHS THEO BARE Ete B 
BROPRKEOA RODD ORO 
ME 2ICRSROR LC, HEL CHS 
OPAL Wd-ic F B (LBB ARO te 
BAiCBAHERE RAT, BAB 
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